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友
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隆

ご
あ
い
さ
つ

平
成
時
代
は
自
然
災
害
と
の
戦
い
で
し
た
。

令
和
へ
の
期
待
は
災
害
の
無
い
時
代
で
し
た

が
、
暑
い
夏
が
終
わ
っ
て
も
残
暑
が
残
る
と

思
い
き
や
、
寒
暖
の
差
の
激
し
い
日
々
が
続

き
、体
の
維
持
の
難
し
さ
を
感
じ
え
な
い
日
々

で
し
た
。
そ
し
て
10
月
12
日
未
明
か
ら
13
日

に
50
年
に
一
度
の
規
模
の
台
風
が
、
東
日
本

に
や
っ
て
来
て
ま
し
た
。
長
野
県
下
に
大
災

害
を
も
た
ら
し
、
特
に
千
曲
川
沿
い
の
住
民

の
皆
さ
ん
が
い
う
、
想
定
外
の
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
自
然
災
害
多
き
日
本
に
幕
を

閉
じ
、
令
和
の
元
号
を
機
に
穏
や
か
な
自
然

豊
か
な
時
代
に
入
る
と
思
っ
た
途
端
に
多
く

の
被
害
を
受
け
、
命
を
落
と
さ
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、被
災
さ
れ
た
方
々

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

松
商
学
園
高
等
学
校
校
友
会
の
皆
様
に
は

い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

創
立
121
年
目
を
迎
え
た
本
学
園
は
、
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
や
は
り
、
松
商

学
園
高
等
学
校
は
、
歴
史
あ
る
野
球
は
強
く

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
ね
。
も
ち
ろ
ん
他
の

部
活
も
同
じ
く
、
建
前
だ
け
で
な
く
結
果
を

求
め
て
い
く
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。
学
園
の

特
長
で
も
あ
る
「
武
」
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ

る
べ
く
、
令
和
を
新
し
い
変
革
に
!!　

高
校

改
革
を
求
め
て
、
校
友
の
皆
様
と
一
緒
に
進

め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

当
学
園
は
、「
文
武
両
道
」
の
精
神
の
下
、

邁
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
全
体
を
俯
瞰
す
る

と
中
途
半
端
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。も
っ

と
し
っ
か
り
、「
文
」・「
武
」
を
わ
か
り
や
す

く
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
運
営
に
生
か
し

て
い
く
べ
き
で
は
…
と
自
問
自
答
し
て
い
ま

す
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

当
学
園
は
、
明
治
31
年
に
木
澤
鶴
人
初
代

校
長
の
「
私
立
戊
戌
学
会
」
と
し
て
始
ま
り
、

そ
の
後
名
称
を
変
え
現
在
に
至
る
と
こ
ろ
で

す
。
昭
和
22
年
の
財
閥
解
体
に
よ
り
、
片
倉

一
族
か
ら
昭
和
23
年
に
当
時
の
校
友
会
長 

野

口
金
一
郎
様
へ
引
き
継
が
れ
、
校
友
会
が
学

校
運
営
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
オ
ー
ナ
ー
の

い
な
い
学
校
と
し
て
今
日
ま
で
発
展
と
繁
栄

を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
多
く
の
校
友
に
支

え
ら
れ
て
き
た
当
学
園
の
50
年
、
100
年
先
を

見
据
え
て
、
今
ま
で
以
上
に
皆
々
様
の
絶
大

な
る
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ

う
か
。
校
友
会
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

で
す
。
相
互
の
団
結
、
協
調
、
そ
し
て
学
校

を
愛
す
る
絆
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
も
校
友
会

へ
ご
尽
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の

ご
多
幸
と
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
、校
友
の
皆
様
に
置
か
れ
ま
し
て
は
、

本
学
園
の
運
営
に
関
わ
り
ご
理
解
・
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

過
日
、
日
本
列
島
を
襲
っ
た
台
風
19
号

（
ハ
ギ
ビ
ス
）
に
お
き
ま
し
て
、
校
友
の
皆

様
に
も
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
が
い
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
一
日
も
早
く
平
穏
な
生
活

が
で
き
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

本
年
4
月
9
日
、
麻
生
太
郎
財
務
相
が

２
０
２
４
年
上
半
期
を
め
ど
に
千
円
、
五
千

円
、
一
万
円
の
紙
幣
を
刷
新
す
る
と
発
表
し

話
題
に
な
り
ま
し
た
。
千
円
、
五
千
円
札
は

20
年
ぶ
り
、
一
万
円
札
は
１
９
８
４
年
に
聖

徳
太
子
か
ら
福
沢
諭
吉
氏
に
な
っ
て
以
来
と

の
こ
と
で
す
。
今
回
は
、
元
号
が
「
令
和
」

に
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
発
表
と
な
り
、
紙

幣
の
新
し
い
顔
ぶ
れ
は
、
千
円
札
は
北
里
柴

三
郎
氏
（
日
本
近
代
医
学
の
父
、
ペ
ス
ト
菌

を
発
見
）、
五
千
円
札
が
津
田
梅
子
氏
（
女

子
教
育
の
先
駆
者
、
現
津
田
塾
大
学
創
立

者
）、そ
し
て
一
万
円
札
は
渋
沢
栄
一
氏
（
日

本
資
本
主
義
の
父
、
徳
川
慶
喜
の
家
臣
か
ら

幕
臣
、
官
僚
、
実
業
家
、
教
育
者
）
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

話
は
、
前
出
の
渋
沢
栄
一
氏
に
纏
わ
る
内

容
に
な
り
ま
す
。
校
友
の
皆
様
は
本
学
園
に

新
一
万
円
札
の
顔
と
な
る
氏
の
扁
額
「
好
学

近
乎
知
」
が
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
扁
額
の
解
釈
は
後
述
す

る
と
し
て
、
氏
の
雅
号
は
「
青
淵
（
せ
い
え

ん
）」
で
あ
り
、「
為 

松
本
商
業
学
校
」
と

「
青
淵
書
」
の
文
字
が
読
み
取
れ
ま
す
。
現

在
は
、
歴
史
栄
光
室
に
保
管
し
、
渋
沢
氏
が

大
正
6
年
5
月
18

日
講
演
の
た
め
信

州
を
訪
れ
た
際
、

旧
松
本
商
業
学
校

の
生
徒
ら
に
訓
辞

し
た
後
、
孔
子
の

「
中
庸
」
に
あ
る

智
・
仁
・
勇
（
三

達
徳
）
の
「
智
」

に
関
す
る
五
文
字

を
書
い
て
い
た
だ

い
た
と
の
こ
と
で

す
。「
商
業
教
育
」

の
重
要
性
に
着
目

し
、
商
業
実
務
を

対
象
と
し
た
民
間

の
教
育
事
業
発
展

に
尽
力
し
た
氏
の

言
葉
は
非
常
に
重

く
、「
松
商
生
は

ご
あ
い
さ
つ
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昨
年
は
皆
様
の
多
大
な
る
ご
協
力
の
下
、
創
立
120
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
こ
と

が
で
き
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
日
、
我
が
国
は
急
激
な
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
私
学
と
り
わ
け
地
方
の
私
学
経
営

環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
当
学
園
で
は
120
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
環
境
整
備
の
た
め
の
資
金
を
募
ら
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
高
等
学
校
、

中
等
教
育
学
校
、
大
学
の
施
設
整
備
事
業
に
充
て
、
学
生
・
生
徒
に
と
っ
て
よ
り
よ
い

教
育
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。
現
在
、
募
金
期
間
の
第
３
期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
専
用
振
込
用
紙
を
校
友
誌
と
と
も
に
同
封
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
が
最
終
と
な
り
ま
す
の
で
、
松
商

学
園
の
今
後
の
さ
ら
な
る
永
続
・
発
展
の
た
め
に
、
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

募
金
目
標
額　

２
億
円

  

募
金
の
金
額　

１
口
５
千
円
（
な
る
べ
く
２
口
以
上
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
）

  

募
金
の
期
間　

第
３
期  

平
成
31
年
４
月
１
日
～
令
和
２
年
３
月
31
日

■
お
申
込
方
法

　

同
封
の
「
振
込
取
扱
票
」
に
所
定
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
指
定
の
銀
行
あ
る

い
は
郵
便
局
か
ら
ご
送
金
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
学
園
お
よ
び
各
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
お
申

込
・
送
金
い
た
だ
け
ま
す
。
決
済
方
法
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
・
コ
ン
ビ
ニ
決
済
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
（
ペ
イ
ジ
ー
）
の
い
ず
れ
か
を
利
用
で
き
ま
す
。

真
剣
に
学
を
好
む
べ
し
」
と
で
も
言
っ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
、
正
し
く
松
商
の
宝
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
的
に
著
名
な
人
物
の

扁
額
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
本
学
園
の

歴
史
の
古
さ
・
凄
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

孔
子
「
三
達
徳
」
の
全
文
は
、「
好
学
近

乎
知
、
力
行
近
乎
仁
、
知
恥
近
乎
勇
。
知
斯

三
者
、
則
知
所
以
修
身
。
知
所
以
修
身
、
則

知
所
以
治
人
。
知
所
以
治
人
、
則
知
所
以
治

天
下
国
家
矣
。」
で
あ
り
ま
す
。
解
釈
は
「
学

を
好
む
と
い
う
の
は
知
そ
の
も
の
で
は
な
い

が
知
に
近
い
、
努
力
し
て
怠
ら
な
い
の
は
仁

そ
の
も
の
で
は
な
い
が
仁
に
近
い
、
恥
を
知

る
と
い
う
の
は
勇
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
勇

に
近
い
。
こ
の
三
つ
の
徳
を
知
れ
ば
、
自
分

自
身
の
身
を
修
め
る
方
法
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。自
分
の
身
を
修
め
る
方
法
を
知
れ
ば
、

人
を
治
め
る
方
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

人
を
治
め
る
方
法
を
知
れ
ば
、
そ
れ
は
天
下

国
家
を
統
治
す
る
方
法
を
知
っ
て
い
る
も
同

然
で
あ
る
。」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
儒
学
と

聞
く
と
何
か
重
い
感
じ
に
な
り
ま
す
が
、
管

松
商
学
園
創
立
120
周
年
記
念 

松
商
学
園
教
育
拡
充
募
金

第
３
期 

ご
協
力
の
お
願
い

理
職
と
し
て
身
に
つ
け
る
べ
き
事
柄
が
記
述

さ
れ
て
お
り
、
改
め
て
心
身
が
引
き
締
ま
り

ま
し
た
。
ご
来
校
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

さ
て
、
本
年
は
、
世
界
大
会
へ
水
泳
部
の

中
東
郁
葉
さ
ん
と
柔
道
部
の
矢
澤
愛
理
さ
ん

が
出
場
し
、
中
東
さ
ん
が
銅
メ
ダ
ル
二
個
、

矢
澤
さ
ん
が
金
メ
ダ
ル
一
個
、
銀
メ
ダ
ル
一

個
を
獲
得
、
そ
し
て
卒
業
生
で
は
113
回
卒
の

出
口
ク
リ
ス
タ
さ
ん
が
世
界
柔
道
で
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
種
目

で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
及
び
国
体
に
出
場
し
、
松

商
学
園
の
名
を
全
国
に
轟
か
せ
る
こ
と
が
で

き
、
来
年
も
本
学
の
生
徒
が
活
躍
す
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
も
本
学
の
卒
業

生
と
し
て
全
力
投
球
で
運
営
し
て
ま
い
り
ま

す
。
校
友
の
皆
様
に
は
学
校
運
営
に
お
い
て

ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
く
と
共
に
益
々
の

ご
発
展
を
祈
念
し
、
稿
を
閉
じ
ま
す
。
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平成30年度決算報告書・令和元年度予算書 決算：自　平成 30 年４月１日・至　平成 31 年３月 31 日
予算：自　平成 31 年４月１日・至　令和 ２ 年３月 31 日

【一般会計】

（単位：円）

（単位：円）
科  　 目 H30年度決算額 R元年度予算額

前 年 度 繰 越 金 585,224 1,817,339
維 持 年 会 費 489,000 700,000
総 会 費 664,000 800,000
預 金 利 息 5 100
校 友 の 店 入 会 金 555,000 600,000
校 友 の 店 更 新 料 200,000 300,000
雑 収 入 191,050 500,000
入会金（終身会計）繰入 19,000,000 10,000,000

合　計 21,684,279 14,717,439

科  　 目 H30年度決算額 R元年度予算額
総 会 費 1,394,744 1,500,000
会 議 費 393,743 400,000
会 報 発 行 費 1,999,555 2,000,000
委 員 会 活 動 費 184,125 250,000
組 織 活 動 費

支 部 助 成 金 450,000 500,000
連携・支援事業助成金 85,280 300,000
校友の店ＨＰ作成料 140,994 300,000

特 別 活 動 奨 励 金 708,000 1,900,000
記 念 品 費 301,860 320,000
慶 弔 費 332,261 350,000
事 務 委 託 費 460,000 960,000
事 務 局 費 278,992 300,000
通 信 費 159,848 360,000
旅 費 10,000 30,000
リ ー ス 料 13,608 133,000
振 込 手 数 料 20,074 30,000
連 合 会 負 担 金 50,000 80,000
校 友 会 奨 学 金 2,587,332 3,000,000
創立 120 周年記念事業費 10,000,000 0
予 備 費 296,524 300,000
次 年 度 繰 越 金 1,817,339 1,704,439

合　計 21,684,279 14,717,439

収入

支出

令和元年５月２5日（土）午後３時３０分よりホテルブエ
ナビスタにおいて、令和元年松商学園高等学校校友会総会
及び懇親会が多数のご来賓と校友のご出席を頂き盛大に開
催されました。平成３０年度決算・令和元年度予算・令和
元年度事業計画につき承認されました。次のとおりご報告
致します。

【入会金会計（終身会計）】
（単位：円）

科  　 目 H30年度決算額 R元年度予算額
前 年 度 繰 越 金 17,405,510 7,035,390
入 会 金（ 在 校 生 ） 8,840,000 9,040,000
入 会 金（ 卒 業 生 ） 130,000 300,000
預 金 利 息 140 1,000

合　計 26,375,650 16,376,390

収入

科  　 目 H30年度決算額 R元年度予算額
一 般 会 計 へ 繰 出 19,000,000 10,000,000
入 会 金 返 金 340,000 200,000
振 込 手 数 料 260 1,000
次 年 度 繰 越 金 7,035,390 6,175,390

合　計 26,375,650 16,376,390

支出 （単位：円）

令和元年 総会
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令和元年度�事業計画

令和２年　松商学園高等学校校友会総会のご案内
期　日：令和2年5月２3日（土）　　総��会：午後3時30分　　懇親会：午後5時
会　場：ホテルブエナビスタ（松本市本庄１−２−１　電話 0263-37-0111）
当番幹事： 今井支部と卒業回数下一桁 7 （６7・７7・８7・９7） 回の皆様、 

ご協力をお願い致します。

4月

松商学園高等学校入学式・開校記念式典
会計監査
三役会
組織活動委員会
事業活動委員会

5月

事業活動委員会
女性委員会
常任役員会・学年代表幹事・支部長との合同会議
令和元年度定期総会・懇親会　5月25日（土）
総務企画委員会

6月
校友会役員と学校側（校長･教頭･事務長）との第1回懇談会
三役会
MBC情報交換会　6月22日（土）

7月

常任役員会
組織活動委員会
事業活動委員会（ゴルフ大会）
全国大会出場選手特別活動奨励金・校友会奨学金授与式

8月

組織活動委員会
事業活動委員会（ゴルフ大会/校友会報）
女性委員会（松商祭）
松商祭への協力

9月

第25回松商学園高等学校校友会ゴルフ大会開催 
（穂高カントリークラブ）　9月7日（土）
事業活動委員会
女性委員会

10月

三役会
事業活動委員会（校友会報発行）
総務企画委員会
松本マラソンへの協力　10月6日（日）

11月
三役会
常任役員会・学年代表幹事・支部長との合同会議
校友会選出学校法人評議員との懇談会

12月 三役会
全国大会出場選手特別活動奨励金・校友会奨学金贈呈式

R2. 
1月

常任役員会
総務企画委員会

2月 校友会役員と学校側（校長･教頭･事務長）との第2回懇談会

3月

事業活動委員会
総務企画委員会
校友会選出学校法人評議員との懇談会
卒業生への記念品贈呈（証書ホルダー）
全国大会出場選手特別活動奨励金・校友会奨学金授与式

校友会支部・学年会活動報告

会　　　長	 中平　寿文（67）

監　　　事	 	小川　博通（57）	 中原　信一（59）	 太田　昌孝（61）

副　会　長	 	竹内　久二（67）	 横山　正志（75）	 丸山　正芳（72）	
田内　光一（69）	 山田しげ子（68）

幹　事　長	 	赤羽　勝巳（82）

副 幹 事 長	 	古川　　誠（85）	 荒井　達雄（86）	 寺島　公栄（72）

事 務 局 長	 	小山　直子（75）

副事務局長	 	井口　利恵（83）	 清水　康司事務長	 萩原　憲治教諭

総務企画委員会	 	木澤　勝誠（90）〔副委員長〕	
田原利加子（84）	 半戸　照久（85）	 倉科　勝啓（93）

事業活動委員会	 	恩田　弘志（70）〔副委員長〕	
伊藤　昌志（81）	 下平　美幸（83）	 太田　亮三（101）

組織活動委員会	 	高嶋　敏行（69）〔副委員長 OB・OG会担当〕	
平林　孝一（83）	 敦森　弘子（85）

組織活動委員会	 	手塚　貴雄（82）〔副委員長 学年代表担当〕	
西澤　優幸（93）	 小林さやか（96）

女性委員会	 	村田　由香（76）〔副委員長〕	
原　登美子（71）	 小澤さゆ子（75）	 石川　信恵（86）

校友会役員一覧　※（）は卒業回

◆ 支    　部 ◆
平成30年
 11月 5 日 本郷支部総会 東石川旅館
令和元年
 6月15日 京浜校友会総会 アルカディア市ヶ谷
 6月29日 南信会総会 かたくら諏訪湖ホテル

◆ 学  年  会 ◆
平成30年
 12月17日 校友会選出評議員と三役との懇談会 満まる
平成31年
 2月10日 第76回生還暦同窓会 深志神社梅風閣
 2月16日 第68回生50周年同窓会 ホテルモンターニュ松本
 3月 9 日 第87回生30周年記念式典 ホテルブエナビスタ
 3月25日 校友会選出評議員と三役との懇談会 清水ケ丘会館

組織活動委員会からのお願い
今年度、校友会、組織活動委員会の活動方針に従い、ＯＢ・ＯＧ
会の把握（現在存在しない部を含む）及び各学年代表の確認作業を
行っています。委員会より調査依頼をお願いすることもございます
のでご協力の程宜しくお願いいたします。ご不明の点がございまし
たら校友会事務局まで問い合わせください。
� 組織活動委員会��委 員 長　田内　光一
� 副委員長　荒井　達雄
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令和元年11月15日

■ 協賛者一覧（敬称略）■
・食事処　くろ門	 宮坂　吉和	 66回
・㈱恩田地建	 恩田弘志	 70回
・山崎精一商店	 山﨑修一	 70回
・㈲小山はかり工場	 小山直子	 75回
・㈱ヒューテック	 伊藤昌志	 81回
・スナック	零	 大澤千秋	 82回
・㈱松本山雅	 大月弘志	 83回
・㈲清水製麺所	 清水克海	 83回
・大伸土木㈱	 古川　誠	 85回
・㈱笠原工務店	 笠原建之	 85回
・㈱コクエイ	 荒井達雄	 86回
・五光建設㈱	 太田亮三	 101回
・ゴルフパートナー松本西店	 小石雅之	 101回
・ゴルフウエイ	 	
・穂高カントリークラブ	 	
・㈱信濃グランセローズ	 	
・㈱第一工務店

・学校法人松商学園理事長	 丸山　律夫	
・学校法人松商学園常務理事	 髙山　一栄	 56回
・松商学園高等学校校友会会長	 中平　寿文	 67回
・学校法人松商学園常務理事	 岩渕　道男	 73回
・松本大学同窓会	 	
・松本大学同窓会会長	 小島　恵子	
・松商学園高等学校校友会幹事長理事	 赤羽　勝巳	 82回
・学校法人松商学園理事	 武田　善彦	 70回
・学校法人松商学園理事	 山崎　信市	
・学校法人松商学園法人事務局長	 青島　金吾	
・松商学園京浜校友会会長	 井口　　洌	 64回
・松商野球部OB会会長	 福岡　　進	 65回
・松商学園高等学校校友会副会長	 山田しげ子	 68回
・松商学園高等学校校友会副会長	 田内　光一	 69回
・松商学園高等学校校友会副会長	 丸山　正芳	 72回
・松商学園高等学校校友会副会長	 横山　正志	 75回
・㈱豊島屋	【清酒	神渡】	 林　新一郎	 66回

去
る
令
和
元
年
9
月
7
日（
土
）、第
25
回
松
商

学
園
校
友
会
ゴ
ル
フ
大
会
が
、昨
年
に
引
き
続
き
名

門
コ
ー
ス
穂
高
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
於
い
て
、学
校

法
人
松
商
学
園 

丸
山
律
夫
理
事
長
、松
商
学
園

高
等
学
校
校
友
会 

中
平
寿
文
校
友
会
会
長
、松

本
大
学
同
窓
会 

小
島
恵
子
同
窓
会
会
長（
本
年

度
よ
り
、大
学
協
賛
）を
は
じ
め
、41
組
1
4
7
名
の

ご
参
加
を
い
た
だ
き
、盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、心
配
さ
れ
て
い
た
天
候

の
影
響
も
な
く
、良
好
な
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ
シ
ョン
と

と
も
に
素
晴
ら
し
い
大
会
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
に
際
し
、例
年
の
ご
と
く
各
組
ご
と
の

記
念
撮
影
も
行
わ
れ
、よ
り
一
層
の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
、後
日
参
加
者
全
員
に
記
念
写
真
を
送
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、本
年
度
も
ゴ
ル
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
松
本
西
店
様

の
協
賛
を
い
た
だ
き
、受
付
に
於
い
て
テ
ィ
ー
の
掴
み

取
り
、そ
し
て
I
N 

コ
ー
ス
12
番
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
に

於
い
て
年
末
助
け
合
い
義
援
金
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

と
し
て
ワ
ン
オ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
い
、賞
金
10
万
円

の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
の
獲
得
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、1
0
0
名
以
上
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

そ
し
て
、こ
の
義
援
金
と

校
友
会
総
会
時
の
寄
付
金

を
合
わ
せ
、令
和
元
年
台

風
19
号
被
災
地
義
援
金
と

す
る
予
定
で
す
。

競
技
終
了
後
の
表
彰

式
で
は
、個
人
戦
で
、丸
山

保
治
さ
ん（
豊
科
）が
優
勝

し
、団
体
戦
で
は
豊
科
支

部
、学
年
対
抗
戦
で
は
69

回
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
優

勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

中
平
寿
文
校
友
会
会

長
よ
り「
校
友
会
会
長
杯
」、丸
山
理
事
長
か
ら
は

「
松
商
学
園
理
事
長
杯
」を
は
じ
め
、大
型
最
新
テ

レ
ビ
な
ど
、多
数
の
協
賛
者
か
ら
の
賞
品
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。（
下
記
協
賛
一
覧
参
照
）

こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
、本
大
会
に
ご
参
加・ご
協
力

頂
き
ま
し
た
関
係
者
各
位
の
皆
様
は
じ
め
、大
会

運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
事
業
活
動
委
員

会
、女
性
委
員
会
、総
務
委
員
会
、組
織
委
員
会
の

皆
様
、そ
し
て
開
催
コ
ー
ス
の
穂
高
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
様
、大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
賞
金・グ
ッ

ズ
等
数
々
の
賞
品
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
ゴ
ル
フ

パ
ー
ト
ナ
ー
西
松
本
店
様
な
ど
、多
く
の
協
賛
を
い

た
だ
き
ま
し
た
校
友
会
役
員・企
業
の
皆
様
に
愛

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

次
回
26
回
大
会
は
、令
和
２
年
9
月
5
日（
土
）・

穂
高
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
予
定
し
て
お
り
ま

す
。よ

り
多
く
の
校
友
会
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、絶
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
の
程
、宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

松
商
学
園
校
友
会
副
会
長

�

事
業
活
動
委
員
長 

丸
山 

正
芳（
72
回
卒
）

■
成
績 

■

個
人
戦
（
参
加
１
４
７
名
）

優　

勝

丸
山
保
治

豊
科

準
優
勝

鈴
木
建
之

65
回

第
3
位

伊
藤
　
修

塩
尻

第
4
位

斉
藤
　
誠

69
回

第
5
位

北
野
直
志

58
回

第
6
位

國
東
弘
人

69
回

第
７
位

金
子
美
由
紀

77
回

第
8
位

金
澤
悦
司

69
回

第
９
位

北
平
正
貴

81
回

第
10
位

耳
塚
喜
門

穂
高

Ｂ
・
Ｇ
賞

金
澤
悦
司

69
回

団
体
戦
（
学
年
対
抗
）

優　

勝

69
回
卒

準
優
勝

77
回
卒

第
3
位

65
回
卒

団
体
戦
（
支
部
対
抗
）

優　

勝

豊
科
支
部

準
優
勝

塩
尻
支
部
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ン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の
試
験
が
認
定
さ
れ
た
。

国
語
は
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
、ベ
ネ
ッ
セ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
試
験
が
、数
学
は
日
本
数

学
検
定
協
会
、ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン
の
試

験
が
、英
語
は
教
育
測
定
研
究
所
、ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
英
語
検
定
機
構
、Ｚ
会
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン

ズ
、ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
ウ
ン
シ
ル
、ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
試
験
が
そ
れ
ぞ
れ
認
定
さ
れ

た
。

• 

就
職・入
試
等
へ
の
利
活
用
は
禁
止
や
制
限

を
し
な
い
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る

②
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

• 

国
語・数
学
で
の
記
述
式
問
題
の
導
入
、英

語
4
技
能
評
価
の
導
入

• 

２
０
２
０
年
度・３
年
生
が
受
験
す
る
大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト
は
２
０
２
１
年
1
月
16・

17
日
に
予
定
。出
願
は
9
月
下
旬
～
10
月

上
旬
の
予
定

• 

英
語
4
技
能
評
価
の
外
部
試
験
へ
は
各
団

体
に
個
人
が
受
験
申
し
込
み
を
行
う
。大

学
入
試
に
関
わ
る
共
通
Ｉ
Ｄ
は
２
０
１
９
年

11
月
よ
り
学
校
一
括
申
請
で
取
得
す
る

• 

英
語
4
技
能
評
価
の
外
部
試
験
の
大
学
へ

の
成
績
提
供
は
3
回（
9
月・11
月・1
月
の

予
定
）

• 

英
語
4
技
能
評
価
…
参
加
要
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
資
格・
検
定
の

発
表

【 

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
英
語
検
定・英
検（
公
開
会

場
実
施・1
日
完
結
型・4
技
能
Ｃ
Ｂ
Ｔ
が

基
本
型
）・Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
／
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 

Ｃ
Ｂ
Ｔ・

Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ・Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｐ 

Ｃ
Ｂ

Ｔ・Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ 

ｉ
Ｂ
Ｔ
】※
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
は

高
大
接
続
改
革
の
経
過
報
告

い
よ
い
よ
来
年
度（
２
０
２
１
年
度
入
試
）と

な
っ
た
高
大
接
続
改
革
の
議
論
の
流
れ
を
再

確
認
し
た
上
で
、あ
ら
た
め
て
そ
の
意
義
を
示

し
ま
す
。そ
し
て
現
在
の
状
況
を
踏
ま
え
、こ

れ
か
ら
の
展
望
と
本
校
の
対
応
を
こ
こ
で
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
、高
大
接
続
改
革
の
議
論
・
検
討
の
流
れ

• 

２
０
１
２
年
8
月
28
日　

中
央
教
育
審
議

会
へ
文
部
科
学
大
臣
よ
り
諮
問

• 

２
０
１
３
年
10
月
31
日　

教
育
再
生
実
行

会
議
が
改
革
を
提
言

• 

２
０
１
４
年
12
月
22
日　

中
央
教
育
審
議

会
が
答
申
で
抜
本
的
改
革
を
提
言

• 

２
０
１
５
年
1
月
16
日　

文
部
科
学
大
臣

決
定「
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」

• 

２
０
１
５
年
3
月
～
２
０
１
６
年
3
月　

高

大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議

• 

２
０
１
６
年
4
月
～　

文
部
科
学
省
内
に

検
討・準
備
グ
ル
ー
プ
を
設
置

• 

２
０
１
６
年
8
月
お
よ
び
２
０
１
７
年
5
月

進
捗
状
況
を
公
表

• 

２
０
１
７
年
7
月
13
日　

高
大
接
続
改
革

の
実
施
方
針
等
の
策
定

２
、高
大
接
続
改
革
の
意
義

①
高
大
接
続
改
革
と
は

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
人
工
知
能
技
術
を

は
じ
め
と
す
る
技
術
革
新
な
ど
に
伴
い
、社
会

構
造
も
急
速
に
、か
つ
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
予
見
の
困
難
な
時
代
の
中
で
、

新
た
な
価
値
を
創
造
し
て
い
く
力
を
育
て
る

目
的
で
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

新
た
な
力
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、『
学
力

の
3
要
素
』（
1
、知
識・
技
能
、2
、思
考
力・

判
断
力・表
現
力
、3
、主
体
性
を
持
っ
て
多
様

な
人
々
と
協
働
し
て
学
ぶ
態
度
）を
育
成・評

価
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、「
高
等
学
校
教

育
」と「
大
学
教
育
」、そ
し
て
両
者
を
接
続

す
る「
大
学
入
学
者
選
抜
」を
一
体
的
に
改
革

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
在
り
方
を
転
換
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
い
う
視
点
か
ら
改
革
の
制
度
設

計
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
記
述
式
問
題
の
導
入
の
意
義

記
述
式
問
題
の
導
入
に
よ
り
、解
答
を
選

択
肢
の
中
か
ら
選
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、自
ら
の

力
で
考
え
を
ま
と
め
た
り
、相
手
が
理
解
で
き

る
よ
う
根
拠
に
基
づ
い
て
論
述
し
た
り
す
る
思

考
力・判
断
力・表
現
力
を
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、共
通
テ
ス
ト
に
記
述
式
試
験
を
導
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、高
等
学
校
が「
主
体
的・対

話
的
で
深
い
学
び
」に
向
け
た
授
業
改
革
を
行

う
大
き
な
契
機
と
な
り
ま
す
。大
学
に
お
い
て

も
、思
考
力・判
断
力・表
現
力
を
前
提
と
し
た

質
の
高
い
教
育
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

併
せ
て
、各
大
学
の
個
別
選
抜
に
お
い
て
、そ

れ
ぞ
れ
の
大
学
の
特
色
に
応
じ
た
記
述
式
問

題
を
課
す
こ
と
に
よ
り
、一
層
高
い
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

③ 

英
語
4
技
能
評
価
に
資
格・検
定
試
験
を

活
用
す
る
意
義

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
展
す
る
中
、英

語
に
よ
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。現
行
の
高
等
学
校
学

習
指
導
要
領
で
は「
聞
く
」「
読
む
」「
話
す
」

「
書
く
」の
4
技
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
成
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、次
期
学
習
指
導
要
領

に
お
い
て
も
、こ
う
し
た
4
技
能
を
総
合
的
に

扱
う
科
目
や
英
語
に
よ
る
発
信
能
力
が
高
ま

る
科
目
の
設
定
な
ど
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

大
学
入
学
者
選
抜
に
お
い
て
も
、英
語
4
技

能
を
適
切
に
評
価
す
る
必
要
が
あ
り
、共
通
テ

ス
ト
の
枠
組
み
に
お
い
て
、現
に
民
間
事
業
者

等
に
よ
り
広
く
実
施
さ
れ
、一
定
の
評
価
が
定

着
し
て
い
る
資
格・検
定
試
験
を
活
用
し
英
語

4
技
能
評
価
を
推
進
す
る
こ
と
が
有
効
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

３
、高
大
接
続
改
革
の
概
略
と
現
在
の
状
況

①
高
校
生
の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断

• 
民
間
の
試
験
等
を
認
定
す
る
仕
組
み
を
構

築
、測
定
ツ
ー
ル
の
活
用
を
通
じ
て
基
礎
学

力
の
習
得
と
学
習
意
欲
の
喚
起
に
繋
げ
る

• 

２
０
１
８
年
12
月
26
日　

文
部
科
学
省
が

認
定
ツ
ー
ル
を
発
表

英
数
国
は
学
研
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
、ベ
ネ
ッ

セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、リ
ク
ル
ー
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
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令和元年11月15日

参
加
取
り
下
げ

③
大
学
入
試
実
施
要
綱
の
見
直
し

• 
Ａ
Ｏ
入
試
を「
総
合
型
選
抜
」、推
薦
入
試
を

「
学
校
推
薦
型
選
抜
」と
称
し
、Ａ
Ｏ
は
出

願
時
期
を
１
ヶ
月
、推
薦
入
試
は
発
表
時
期

を
１
ヶ
月
遅
く
す
る
こ
と
、学
力
評
価（
小

論
文・プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン・口
頭
試
問・
実

技・教
科
お
よ
び
科
目
に
関
す
る
テ
ス
ト・資

格
検
定
試
験
の
成
績
な
ど
、又
は
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
）の
少
な
く
と
も
１
つ
の
活

用
を
必
須
化
す
る
。

• 

一
般
入
試
に
お
い
て
は
調
査
書・志
願
者
本

人
の
記
載
す
る
資
料（
エッ
セ
イ・総
合
的
な

学
習
の
時
間
の
成
果
に
関
す
る
資
料
な
ど
）

の
積
極
的
な
活
用

• 

調
査
書
に
関
し
て
、枚
数
制
限
の
撤
廃
、指

導
上
の
参
考
と
な
る
諸
事
項
の
記
載
欄
の

充
実

• 

推
薦
書
に
関
し
て
、学
力
の
３
要
素
に
関
す

る
記
載
の
必
須
化

④
主
体
性
等
の
評
価
方
法
の
研
究
に
つ
い
て

• 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し「
主
体
性
等
」を
評
価
す

る
入
学
者
選
抜
モ
デ
ル
の
運
用
が
開
始

• 

高
大
接
続
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「JA

PA
N

 
e-Portfolio

」
が
開
設
さ
れ
、生
徒
が
主

体
性
等
に
関
わ
る
諸
活
動
を
記
録
す
る
。

２
０
１
９
年
度
入
試
よ
り
こ
れ
ら
の
記
録
を

選
抜
に
関
わ
る
資
料
と
し
て
使
用
す
る
大

学・学
部
が
あ
る（
現
在
111
大
学・短
大
が
参

加
を
表
明
）。

• 

調
査
書
を
見
直
し
、両
面
1
枚
の
制
限
を

撤
廃
し
、弾
力
的
に
記
載
す
る
よ
う
に
変
更

す
る
。ま
た
、「
指
導
上
参
考
と
な
る
諸
事

項
」に
お
い
て
記
載
欄
を
拡
充
し
、各
項
目

ご
と
に
記
入
す
る
。さ
ら
に
、推
薦
書
も
学

力
の
3
要
素
に
つ
い
て
の
記
載
を
必
ず
求
め

る
。

４
、現
在
の
状
況

①
現
在
の
状
況

• 

２
０
１
９
年
9
月
3
日　

大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
実
施
方
針
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
発
表

（
英
語
成
績
提
供
に
つい
て
）

• 

２
０
１
９
年
9
月
30
日　

大
学
入
試
英
語

成
績
提
供
シ
ス
テ
ム
利
用
状
況
の
発
表

　
 

長
野
県
内
で
は
信
州
大
学・
公
立
諏
訪
東

京
理
科
大
学・長
野
県
立
大
学・長
野
大
学・

長
野
県
看
護
大
学・清
泉
女
学
院
大
学・松

本
歯
科
大
学
が
利
用
予
定
、そ
の
後
長
野

保
健
医
療
大
学
と
松
本
大
学
も
利
用
予
定

を
発
表

• 

２
０
１
９
年
11
月
～　

英
語
成
績
提
供
シ

ス
テ
ム
の
共
通
Ｉ
Ｄ
取
得
申
請
開
始

• 

２
０
１
９
年
9
月
18
日
～　

英
検S-CBT

予
約
申
し
込
み
開
始

②
批
判

英
語
外
部
試
験
に
関
し
て
、地
域
や
家
庭
の

格
差
が
成
績
に
直
結
す
る
こ
と
、異
な
る
試
験

の
結
果
を
比
較
す
る
不
公
平
さ
な
ど
に
加
え

て
、学
校
行
事
や
部
活
動
を
含
む
高
校
生
活

が
破
壊
さ
れ
る
恐
れ
や
、授
業
が
外
部
試
験
対

策
に
陥
る
な
ど
の
広
範
囲
に
わ
た
る
懸
念
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、記
述
式
試
験
に

関
し
て
は
、迅
速
か
つ
正
確
な
採
点
が
可
能
な

の
か
、懸
念
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
主
体
性
評
価
に
つ
い
て
は
、「
主
体

性
」と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、コ
ン
セ
ン
サ
ス

が
な
い
ま
ま
に
事
態
が
進
行
し
て
い
ま
す
。こ

の
視
点
か
ら
考
え
る
と
、調
査
書
の
活
用
も
議

論
が
不
充
分
な
ま
ま
進
ん
で
い
る
と
い
う
指
摘

も
あ
り
ま
す
。

加
え
て
、大
学
入
試
で
は「
2
年
前
予
告
」

と
呼
ば
れ
る
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。大
学
が
受

験
科
目
を
増
や
す
な
ど
、受
験
準
備
に
充
分

な
時
間
を
要
す
る
変
更
を
行
う
場
合
に
は
２

年
前
ま
で
の
公
表
す
る
責
務
が
定
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。し
か
し
、共
通
テ
ス
ト
に
関
わ
る
情

報
提
供
を
は
じ
め
、改
革
の
制
度
設
計
の
問
題

点
が
様
々
な
視
点
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
現
在
、

受
験
生
の
不
安
が
解
消
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
状
況
で
す
。

③ 

２
０
１
９
年
11
月
1
日　

英
語
成
績
提
供
シ

ス
テ
ム
の
導
入
見
送
り
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

本
校
の
教
育
活
動
に
お
け
る
改
革

本
校
に
お
け
る
教
育
活
動
の
改
革
は
、高
大

接
続
改
革
の
進
捗
状
況
を
参
考
に
実
施
し
て

い
ま
す
。た
だ
し
、そ
の
際
に
は
従
来
ま
で
の

本
校
で
行
わ
れ
て
き
た
方
向
性
で
あ
る「
受

験
の
た
め
の
教
育
や
閉
じ
ら
れ
た
同
質
性
の
高

い
集
団
へ
の
教
育
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
」と
、

「
一
定
の
知
的
な
能
力
を
担
保
す
る
」の
２
点

に
留
意
し
、極
力
偏
り
な
き
教
育
活
動
の
展

開
を
継
続
し
ま
す
。特
に
基
礎
力
を「
言
語
活

動
と
表
現
」、「
論
理
的
思
考
力・批
判
的
思
考

力
の
修
得
」と
捉
え
、そ
の
上
に「
自
律
し
て
活

動
で
き
る
力
」の
獲
得
を
目
指
す
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
た
上
で
、探
究
的
な
活
動
に
向
か
い

ま
す
。現
在
実
施
し
て
い
る
教
育
活
動
は
、以

下
の
と
お
り
で
す
。

①
学
び
の
基
礎
診
断
に
向
け
て

• 

本
校
で
は
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の「
ス

タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
」を
実
施
し
、基
礎
学

力
の
向
上
と
学
習
意
欲
の
喚
起
に
繋
げ
る
。

• 

一
昨
年
度
か
ら
導
入
し
て
い
る「
ス
タ
デ
ィ

サ
ポ
ー
ト 

ｅ︲ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」の
取
り

組
み
を
充
実
さ
せ
る
。

②
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
向
け
て

• 

記
述
式
問
題
へ
の
対
応
は
、知
識
の
習
得
に

加
え
て
思
考
力・判
断
力
と
表
現
力
の
育
成

が
よ
り
必
要
と
さ
れ
る
。こ
う
し
た
力
の
育

成
に
は
言
語
活
動
の
充
実
が
必
須
と
な
る

た
め
、ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
視
点
か
ら
の

授
業
展
開
を
実
施
す
る
。

• 

英
語
４
技
能
テ
ス
ト
に
対
応
す
る
た
め
、特

に
特
別
進
学
コ
ー
ス
の
生
徒
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
用
い
たO

ST

（O
nline Speaking 

T
raining

）の
実
施
、イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ

ン
プ
を
実
施
す
る
。
ま
た
、現
1・
2
学

年
生
徒
に
英
語
検
定
試
験
の
一
つ
で
あ
る

「GT
EC

」の
受
験
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

③
大
学
入
試
実
施
要
綱
の
見
直
し
に
向
け
て

• 

生
徒
の
主
体
性
等
を
評
価
し
、入
学
選
抜
に

使
用
す
る
目
的
で「JA

PA
N

 e-Portfolio

」

の
運
用
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。低
学
年
か
ら

生
徒
自
身
が
活
動・
学
習
履
歴
を
蓄
積
す

る
必
要
性
が
高
い
こ
と
を
周
知
し
、校
内
で

の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
蓄
積
を
強
く
推
進
し
て

い
る
。
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• 「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」「
総
合
的
な
探

究
の
時
間
」を
充
実
さ
せ
る
。現
在
、1・2

年
普
通
科
の
生
徒
を
対
象
に
様
々
な
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
る
。1
年
生
は
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
単
位
で
探
究
活
動
の
基
礎
的
な
ス
キ

ル
を
習
得
し
、2
年
生
は
コ
ー
ス
別
に
分
か

れ
て
探
究
的
な
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。修

学
旅
行
で
訪
れ
る
沖
縄
を
テ
ー
マ
と
し
た
探

究
活
動
や
、生
徒
自
身
の
進
路
希
望
に
関
わ

る
探
究
活
動
を
行
い
、文
化
祭
な
ど
で
発
表

の
機
会
を
設
定
し
て
お
り
、今
後
も
更
な
る

充
実
を
は
か
って
い
く
。

④
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
と
充
実

• 

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
のClassi（
ク
ラ

ウ
ド
方
式
の
教
育
サ
ー
ビ
ス
）を
1・
2
学

年
特
別
進
学
コ
ー
ス
で
導
入
し
運
用
を
開

始
し
て
い
る
。し
か
し
、全
生
徒
へ
の
導
入
に

際
し
て
は
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
た

め
、更
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

• 

電
子
黒
板
機
能
付
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
選

択
教
室
に
設
置
し
、運
用
を
開
始
し
て
い

る
。今
後
、本
格
的
に
教
室
へ
の
設
置
を
検

討
し
て
い
く
。

• 

本
校
で
は
、２
０
２
２
年
度
よ
り
年
次
進
行

で
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領
に
て
推

進
さ
れ
て
い
る
各
教
科
の
情
報
化
、情
報
活

用
能
力
の
育
成
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
実

現
す
る
た
め
に
、本
年
度
よ
り
計
画
的
に
情

報
機
器
環
境
の
整
備
を
行
う
。今
年
度
に

お
い
て
は
、Wi-Fi

環
境
を
念
頭
に
、情
報
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
基
本
と
し
て

「
構
内
の
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
」を

行
う
。中
校
舎
増
築
の
際
に
整
備
し
た
Ｌ
Ａ

Ｎ
配
線
を
見
直
し
、基
幹
の
光
ケ
ー
ブ
ル
化

と
構
内
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
引
き
直
し
を
行
う
。ま

た
、一部
、特
別
教
室
に
無
線
で
利
用
で
き
る

タ
ブ
レ
ッ
ト（
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
）を
設
置
し
、授
業

で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
推
進
す
る
。今
後
は
段

階
的
に
全
教
室
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
配
線
、プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
の
投
影
機
の
配
置
な
ど
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。同
時
に
、ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
利
用
し
た
授
業
支
援
シ
ス
テ
ム
の
利
用

を
実
験
的
に
行
って
い
き
た
い
。

⑤
授
業
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
活
動
の
充
実

• 

本
校
の
学
び
を
体
系
的
に
示
す「
3
つ
の
方

針
」（「
生
徒
育
成
方
針
」「
教
育
課
程
編

成・実
施
方
針
」「
生
徒
受
入
れ
方
針
」）策

定
の
検
討
を
開
始
す
る
。

• 「
シ
ラ
バ
ス
」を
充
実
さ
せ
、授
業
と
評
価
の

あ
り
か
た
を
明
示
す
る
こ
と
で
教
育
力
を

向
上
す
る
。

２
０
１
９
年
度
課
外
活
動
に
お
け
る
活
躍

　

今
年
度
も
各
部
を
中
心
と
し
た
課
外
活
動

で
多
く
の
生
徒
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

 

（
９
月
末
現
在
）

⑴ 

２
０
１
９
年
度　

全
国
高
校
総
体
出
場　

62
名（
長
野
県
最
多
出
場
人
数
）

　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
・
陸
上
競
技
部
・

　

柔
道
部
・
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
・ 

　

空
手
道
部
・テ
ニ
ス
部
・ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
・ 

　

卓
球
部
・
新
体
操
部
・
な
ぎ
な
た
・
弓
道
部

※
新
体
操
部 

個
人
総
合　

６
位
入
賞

　

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

 

55
㎏
級　

７
位
入
賞

　

柔
道
部 

女
子
個
人
57
㎏
級　

５
位
入
賞

⑵ 

第
64
回
全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球
選
手
権

大
会
出
場 

（
6
年
ぶ
り
29
回
目
）・ベ
ス
ト
8

　

本
年
は
、軟
式
野
球
部
の
活
躍
が
校
友
の
耳

目
を
集
め
ま
し
た
。夏
に
は
第
64
回
全
国
高

校
軟
式
野
球
選
手
権
北
信
越
大
会
を
勝
ち

抜
き
、６
年
ぶ
り
29
度
目
の
全
国
大
会
出
場
。

そ
の
勢
い
の
ま
ま
に
、初
戦
、近
畿
代
表
和
歌

山
南
部
高
校
に
４
―
１
で
快
勝
。ベ
ス
ト
8
へコ

マ
を
進
め
ま
す
。準
々
決
勝
で
は
、大
阪
代
表

あ
べ
の
翔
学
高
校
に
先
攻
す
る
も
３
―
２
で

敗
れ
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
15
年
ぶ
り
の
快

挙
は
学
園
に
大
き
な
風
を
巻
き
起
こ
し
ま
し

た
。

　

秋
を
迎
え
、新
チ
ー
ム
10
人
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、そ
の
勢
い
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。県

予
選
を
勝
ち
抜
き
、第
24
回
北
信
越
地
区
高

校
軟
式
野
球
大
会
で
は
、決
勝
で
富
山
第
一
を

３
―
０
と
完
封
勝
利
。北
信
越
で
は
、春
、夏
、

秋
と
３
季
連
続
で
優
勝
。ま
さ
に
今
季
は
敵
な

し
の
勢
い
で
す
。チ
ー
ム
は
今
季
の
成
果
に
奢

る
こ
と
な
く
、来
季
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指

し
、意
識
高
く
日
々
の
練
習
に
チ
ー
ム
一
丸
と

な
って
励
ん
で
い
ま
す
。

⑶ 

全
国
高
等
学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
選
手
権

２
０
１
９ 

ミ
リ
タ
リ
ー
部
門　

２
位

　
　⑷

第
５
回
世
界
ろ
う
者
水
泳
選
手
権
大
会　

　
　

１
５
０
０ｍ
自
由
形

 

銅
メ
ダ
ル（
日
本
新
記
録
）

　
　

混
合
４
０
０ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

 

銅
メ
ダ
ル

　
　

２
０
０ｍ
背
泳
ぎ　

４
位

⑸
第
43
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

 

棋
道
部・放
送
部
出
場

⑹
第
74
回
国
民
体
育
大
会
新
体
操
競
技

 

個
人  

ク
ラ
ブ  

第
2
位



10

令和元年11月15日

松商学園高等学校 平成30年度卒業生進路状況

進路の大別
区 分

科 別 就職者 進学者 その他
（浪人・家居・海外） 卒業生数

商業科
男 0 17 0 17
女 8 32 2 42

普通科
男 13 143 17 173
女 9 171 10 190

計 30 363 29 422

就職先の内容
区 分

科 別

業種別 地域別

金融・保険 運輸・通信 販売・商事 生産 サービス 公務・公共 その他 計 管内 県内 県外 計

商業科
男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
女 0 0 1 3 3 0 1 8 8 0 0 8

普通科
男 0 0 0 11 0 1 1 13 4 7 2 13
女 0 0 1 6 1 1 0 9 6 3 0 9

計 0 0 2 20 4 2 2 30 18 10 2 30

割合で見る進路状況
卒業生数 大学進学率

（数）
短大進学率

（数）
専修学校進学率

（数）
合計進学率

（数）
就職率
（数）

進路確定率
（数）

商業科

男 17
22% 

（13)
37% 

（22)
24% 

（14)
83% 
（49)

14% 
（8)

97% 
（57)

女 42
計 59

普通科

男 173
54% 

（195)
15% 

（55)
18% 

（64)
87% 

（314)
6% 

（22)
93% 

（336)
女 190
計 363

合計

男 190
49% 

（208)
18% 

（77)
18% 

（78)
86% 

（363)
7% 

（30)
93% 

（393)
女 232
計 422

進学者の内訳
区 分

科 別 四年制大学 短期大学 専修学校 計

商業科
男 9 4 4 17
女 4 18 10 32

普通科
男 116 5 22 143
女 79 50 42 171

計 208 77 78 363

（人） （人）

（人）

（人）

㈱佐藤ボデー製作所
佐 藤 古 寿

（65 回卒）0263-25-4832

久保田容器工業㈱
久保田孝次郎

（53 回卒）0263-26-1232

中国料理 百老亭
出 井 健 二（66 回卒）
出井健太郎（95 回卒）

0263-32-4220

㈲ミヤサカ印刷
宮 坂 　 勲

（短 15 期卒）0263-47-3017

㈱田内工務店
田 内 光 一

（69 回卒）0263-58-2275

サン・フーズ㈱
堤 　 良 一

（92 回卒）0263-48-7411

㈱サンユー製作所
百 瀬 俊 雄

（54 回卒）0266-28-6563

穂高カントリークラブ
取締役専務 小 林   清
（67 回卒）0263-83-2778
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㈲小山はかり工場
小 山 恵 嗣

（75 回卒）0263-25-3740

㈲ 中 平 工 業
中 平 寿 文

（67 回卒）0263-47-0006

旬彩小料理 満まる
増 田 崇 宏

（99 回卒）0263-36-0802

㈱ 小 石 興 業
小 石 雅 之

（101 回卒）0263-92-3092

㈲ 彩 和 会
丸 山 正 芳

（72 回卒）0266-73-5383

㈲佐藤保険事務所
0263-47-7500

㈱ホテルおもと
山 本 浩 司

（70 回卒）0263-46-2385

㈱ 恩 田 地 建
恩 田 弘 志

（70 回卒）0263-51-0055

主
な
合
格
大
学

国
公
立
大
学

信
州
大
学
（
４
）

新
潟
大
学
（
２
）

東
京
学
芸
大
学

富
山
大
学
（
４
）

山
形
大
学
（
２
）

福
井
大
学

高
知
大
学

鹿
屋
体
育
大
学

山
梨
県
立
大
学

都
留
文
科
大
学

愛
知
県
立
芸
術
大
学

鳥
取
環
境
大
学

長
野
大
学

諏
訪
東
京
理
科
大
学

私
立
大
学

早
稲
田
大
学

東
京
理
科
大
学

明
治
大
学
（
３
）

中
央
大
学
（
４
）

法
政
大
学
（
３
）

関
西
学
院
大
学

同
志
社
大
学
（
２
）

明
治
学
院
大
学
（
４
）

國
學
院
大
学
（
２
）

南
山
大
学

獨
協
大
学

日
本
大
学
（
３
）

東
洋
大
学
（
６
）

駒
澤
大
学

専
修
大
学
（
６
）

京
都
産
業
大
学

近
畿
大
学

龍
谷
大
学

学
習
院
女
子
大
学

京
都
女
子
大
学

中
京
大
学
（
４
）

名
城
大
学
（
２
）

神
奈
川
大
学
（
８
）

文
教
大
学

明
星
大
学
（
５
）

北
里
大
学

東
京
電
機
大
学

東
京
薬
科
大
学

東
京
農
業
大
学

京
都
外
国
語
大
学

名
古
屋
外
国
語
大
学

神
田
外
語
大
学
（
３
）

亜
細
亜
大
学
（
３
）

帝
京
大
学
（
４
）

国
士
舘
大
学
（
３
）

拓
殖
大
学
（
５
）

桜
美
林
大
学
（
６
）

日
本
福
祉
大
学
（
４
）

日
本
体
育
大
学
（
２
）

日
本
女
子
体
育
大
学

二
松
學
舍
大
学
（
３
）

松
本
大
学
（
37
）

主
な
合
格
短
大

国
公
立
短
大

岐
阜
市
立
女
子
短
大

私
立
短
大

上
智
大
短
大
部

女
子
栄
養
大
短
大
部

目
白
大
短
大
部

戸
板
女
子
短
大

帝
京
短
大

東
京
女
子
体
育
短
大

山
梨
学
院
短
大

飯
田
女
子
短
大

上
田
女
子
短
大
（
２
）

信
州
豊
南
短
大
（
２
）

清
泉
女
学
院
短
大

長
野
女
子
短
大

松
本
短
大
（
19
）

松
本
大
松
商
短
大
部
（
28
）

主
な
合
格
専
門
学
校

長
野
県
須
坂
看
護
専
門
学
校

信
州
木
曽
看
護
専
門
学
校

諏
訪
赤
十
字
看
護
専
門
学
校

諏
訪
中
央
病
院
看
護
専
門
学
校
（
２
）

松
本
看
護
専
門
学
校
（
２
）

北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院
（
３
）

長
野
県
福
祉
大
学
校

新
宿
医
療
専
門
学
校

信
州
医
療
福
祉
専
門
学
校
（
２
）

東
海
医
療
科
学
専
門
学
校

長
野
救
命
医
療
専
門
学
校

信
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

日
本
外
国
語
専
門
学
校
（
４
）

大
原
学
園
専
門
学
校
（
９
）

上
田
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

エ
プ
ソ
ン
情
報
科
学
専
門
学
校

長
野
理
容
美
容
専
門
学
校

松
本
理
容
美
容
専
門
学
校
（
８
）

松
本
調
理
師
製
菓
師
専
門
学
校

専
門
学
校
未
来
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
（
４
）

主
な
就
職
先

長
野
県
警
（
２
）

読
売
巨
人
軍

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
㈱
（
３
）

キ
ッ
セ
イ
薬
品
工
業
㈱

キ
ッ
セ
イ
商
事
㈱

富
士
電
機
㈱

ミ
ヤ
リ
サ
ン
製
薬
㈱

東
洋
計
器
㈱

東
洋
観
光
事
業
㈱

カ
ン
ロ
㈱

長
野
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
㈱
（
２
）

長
野
オ
リ
ン
パ
ス
㈱

日
本
電
産
サ
ン
キ
ョ
ー
㈱

㈱
デ
ン
ソ
ー
エ
ア
ク
ー
ル
（
３
）

東
新
工
業
㈱
（
２
）
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令和元年11月15日

区 分

推薦入試
一般入試

【学校長推薦】 【自己推薦】
学業推薦 クラブ推薦 併願推薦 Ａ日程 Ｂ日程

出願期間 2020年 1月 14日（火）～ 16日（木） 2020年 2月 13日（木）～ 18日（火） 2020年 3月 20日（金）

選 抜 日 2020年 1月 21日（火） 2020年 2月 20日（木） 2020年 3月 20日（金）

合格発表 2020年 1月 28日（火） 2020年 3月 2日（月） 2020年 3月 20日（金）

入学手続
締 切 日 2020年 1月 31日（金） 2020年 3月 5日（木） 2020年 3月 23日（月）

出願資格	
2020年 3月卒業見込み 2020年 3月卒業見込み／過年度卒業生

長野県内 地域制限なし 長野県内 地域制限なし

出願条件	 専　願 併　願 普通科：専願／併願
商業科：専願　　　 専　願

出願基準	 あ　り な　し あ　り

募 集 全学科・全コース 特別進学 全学科・全コース 特別進学

※�2020年4月以降に保護者が長野県内に転居等の理由がある場合は、事前に教頭間での確認が必要。［学業推薦・併願推薦］
※出願ならびに入学手続きは、土曜日、日曜日、祝日は行いません。

学業特待生 【５名以内】学業推薦・クラブ推薦志願者のなかで、21 以上（５教科 ) の成績がある者

運動部特待生
（事前同意必要） 【30 名以内】クラブ推薦志願者のなかで、都道府県を代表する実績がある者

※5教科とは３年次の国語・社会・数学・理科・英語の評定合計（5段階評定）。

※詳細については『2020年度�松商学園高等学校�生徒募集要項』をご覧ください。

令和２（2020）年度  入学者選抜概要

■試験区分と日程および募集人員
　募集人員：420人［普通科340人、商業科80人］

■帰国生について
　別に定める。2019年12月20日（金）までに入試委員長に必ずお問い合わせください。

■特待生制度

■学園寮
　自宅を離れて学ぶ生徒の皆さんが安心して生活することができる寮があります。
　クラブ推薦入学者および特待生入学者が自宅から通学できない場合には、原則として入寮していただきます。
　入寮に関する詳しい内容および見学を希望される場合は、本校事務局へお問い合わせください。
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洋
画
家 
奥
村
光
正
の
絵
画
３
点
ほ
か
寄
贈

今
年
10
月
３
日
、
増
澤
基
至
氏（
60
回
卒
）

よ
り
、
同
学
年
で
あ
っ
た
洋
画
家 

故 

奥
村

光
正
の
絵
画
ほ
か
、
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
個

展
の
図
録
、
新
聞
記
事
の
切
り
抜
き
な
ど
の

資
料
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

奥
村
光
正
は
当
学
園
卒
業
後
、
東
京
芸
術

大
学
油
画
科
に
進
学
し
、
昭
和
44
年
に
同
大

学
大
学
院
油
画
科
を
修
了
。
国
内
絵
画
展
に

て
新
作
家
賞
を
幾
度
も
受
賞
し
た
あ
と
、
昭

和
47
年
に
渡
仏
し
パ
リ
で
制
作
を
始
め
ま
し

た
。
昭
和
56
年
豊
科
町
に
帰
省
し
た
折
に
同

学
年
の
仲
間
た
ち
と
の
交
流
が
あ
り
、
そ
の

際
に
増
澤
氏
が
当
時
経
営
し
て
い
た
喫
茶
店

に
飾
る
よ
う
、
３
点
の
絵
画
を
贈
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

昨
年
10
月
、
同
学
年
の
深
澤
俊
英
氏
が
奥

村
の
絵
を
母
校
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
に
共
感

し
、
母
校
で
有
効
活
用
し
て
ほ
し
い
と
こ
の

度
の
寄
贈
と
な
り
ま
し
た
。
歴
史
栄
光
室
に

は
昨
年
寄
贈
さ
れ
た「
夕
映
え
の
飛
行
」に
加

え
、
新
た
に
３
点
の
貴
重
な
奥
村
作
品
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。

◎
寄
贈
作
品

　

 「
わ
さ
び
の
花
」

　
「
に
ん
に
く
と
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
」

　
「
ば
ら
」

第
21
回 

全
国
高
等
学
校
女
子

 

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大
会

	

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
顧
問		

金
井	

洋
貴

校
友
会
総
会
で
は
、
多
く
の
皆
様
か
ら
ご

支
援
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
無
事
、
盛
大
に
大
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

出
場
選
手
も
松
商
魂
を
胸
に
、
精
一
杯
の
試

技
を
行
い
ま
し
た
。

各
選
手
の
結
果
で
す
。

3
年
生　

関
根
さ
く
ら　

55
㎏
級 

19
位

2
年
生　

名
古
屋
美
希　

55
㎏
級 

28
位

　
　
　
　

 

小
島　

陽
咲　

59
㎏
級 

40
位 

本
澤　

佑
菜　

59
㎏
級 

42
位 

湯
澤
の
の
か　

64
㎏
級

 

怪
我
に
よ
り
途
中
棄
権

女
子
の
勢
い
に
後
押
し
さ
れ
、
男
子
も
10

月
の
茨
城
国
体
で
は
奮
闘
し
、
松
商
学
園
か

ら
3
名
の
選
手
が
出
場
し
3
名
共
、
入
賞
す

る
好
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

３
年
生　

 

稗
田　

琉
玖 

　

ス
ナ
ッ
チ 

５
位

　
　
　
　
　

ク
リ
ー
ン
＆
ジ
ャ
ー
ク 

８
位

　
　
　
　
　

ト
ー
タ
ル 

７
位

３
年
生　

横
山
幸
次
郎

　
　
　
　
　

ス
ナ
ッ
チ 

４
位

　
　
　
　
　

ク
リ
ー
ン
＆
ジ
ャ
ー
ク 

７
位

　
　
　
　
　

ト
ー
タ
ル 

４
位

３
年
生　

良
波　

快
陸

　
　
　
　
　

ス
ナ
ッ
チ 

７
位

　
　
　
　
　

ク
リ
ー
ン
＆
ジ
ャ
ー
ク 

12
位

　
　
　
　
　

ト
ー
タ
ル 

10
位
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令和元年11月15日

野
に
』と
、【
秋
の
甲
子
園
in
長
野
】と
銘
打
っ

て
、
県
大
会
を
昨
年
よ
り
11
校
多
い
、
36
校

で
行
い
ま
し
た
。

松
商
野
球
部
Ｏ
Ｂ
は
、
5
月
6
日
県
営

飯
田
球
場
で
の
飯
田
高
校
戦
か
ら
駒
ヶ
根
工

業
、
松
本
工
業
そ
し
て
8
月
24
日
の
中
南
信

決
勝
で
伊
那
北
高
校
に
勝
利
し
、
県
大
会
決

勝
へ
と
駒
を
進
め
ま
し
た
。

10
月
5
日
の
決
勝
戦
で

は
、
長
野
商
業
吹
奏
楽
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
の
応
援
演
奏

の
中
、
初
回
か
ら
4
回
34

歳
以
下
の
選
手
に
よ
る
試

合
で
は
、
川
口
圭
大
・
井

領
翔
馬
の
長
打
か
ら
先
制

し
た
が
、
3
回
に
逆
転
さ

れ
る
と
決
勝
戦
に
ふ
さ
わ

し
い
好
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま

し
た
。
4
回
か
ら
の
35
歳

以
上
の
選
手
で
も
決
着
が

つ
か
ず
、
大
会
規
定
に
よ

り
8
回
か
ら
タ
イ
ブ
レ
ー

ク
に
よ
る
延
長
戦
を
行
い

ま
し
た
。
9
回
に
及
ぶ
現

役
さ
な
が
ら
の
激
闘
は
最

後
に
は
力
尽
き
敗
戦
と
な

り
ま
し
た
。

甲
子
園
出
場
が
な
い
中
挑
ん
だ
本
大
会
で

し
た
が
、
年
齢
の
壁
を
越
え
チ
ー
ム
内
で
支

え
あ
い
な
が
ら
試
合
を
す
る
メ
ン
バ
ー
に
優

勝
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
か
け
が
え
の

な
い
時
間
を
共
有
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
ま

す
。
ま
た
、
あ
ら
た
め
て『
甲
子
園
』へ
の
松

商
野
球
部
Ｏ
Ｂ
と
し
て
の
単
独
出
場
を
果
た

上
が
っ
て
い
る
今
が
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
こ
と

で
ま
ず
は
身
の
回
り
の
知
り
合
い
を
誘
っ
て

発
足
に
こ
ぎ
着
け
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
今

後
徐
々
に
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。
具
体

的
な
会
の
活
動
は
懇
親
会
が
中
心
で
す
が
同

じ
目
的
を
持
っ
た
人
の
集
ま
り
な
ら
ク
ラ
ス

の
垣
根
も
な
く
な
り
、
校
友
同
士
の
繋
が
り

も
深
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
大
月
前
社
長
や
現

在
Ｊ
２
金
沢
に
期
限
付
き
移
籍
し
て
い
る
小

松
蓮
選
手
な
ど
松
商
卒
業
生
も
山
雅
で
活
躍

し
て
い
ま
す
の
で
も
っ
と
も
っ
と
卒
業
生
も

盛
り
上
げ
て
応
援
し
て
も
良
い
と
思
い
ま

す
。日

本
最
高
峰
の
Ｊ
１
リ
ー
グ
戦
は
前
半
戦

終
了
の
6
月
末
現
在
は
17
位
と
厳
し
い
状
況

で
す
が
、
今
年
の
チ
ー
ム
ス
ロ
ー
ガ
ン
は『
境

界
突
破
』。
Ｊ
１
残
留
・
定
着
を
目
指
し
て

後
半
戦
も
一
丸
と
な
っ
て
応
援
し
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
更
に
仲
間
を
増
や
し
、
ゆ
く

ゆ
く
は
京
浜
校
友
会
の
山
雅
サ
ポ
ー
タ
ー
と

の
交
流
会
を
開
催
し
た
り
、
オ
ー
ル
松
商
学

園
で
山
雅
応
援
の
会
が
で
き
れ
ば
、
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
２
０
１
９

 

長
野
県
大
会
を
終
え
て

	

松
商
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会	

監
督		

深
澤	

友
和

昨
年
度
、
初
め
て
長
野
県
と
し
て
マ
ス

タ
ー
ズ
甲
子
園
に
参
加
し
、
多
く
の
感
動
と

夢
を『
聖
地  

甲
子
園
』か
ら
持
ち
帰
り
、
本

年
は
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
が
な
い
中
で
の

県
大
会
で
し
た
が
、
昨
年
長
野
県
選
抜
と
し

て
出
場
し
た
選
手
を
中
心
に
、『
甲
子
園
を
長

73
回
生 

山
雅
を
応
援
す
る
会
立
ち
上
げ

	

山
雅
の
会
代
表		

山
本	

文
彦

私
た
ち
73
回
生
は
こ
の
度
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

を
応
援
す
る
私
設
応
援
団
、「
山
雅
の
会
」を

新
た
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
昨

年
の
同
窓
会
で
す
。
創
立
１
２
０
周
年
の
記

念
す
べ
き
年
に
同
窓
生
か
ら
上
條
新
校
長
が

就
任
し
た
事
を
祝
っ
て
同
窓
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
そ
れ
以
前
の
同
窓
会
も
そ
う
で
し
た

が（
当
学
年
は
）同
窓
会
は
ク
ラ
ス
毎
に
着
席

す
る
よ
う
に
し
て
あ
る
た
め
、
ど
う
し
て
も

他
の
ク
ラ
ス
と
の
交
流
が
し
に
く
い
と
い
う

難
点
が
あ
り
ま
し
た
。
何
か
良
い
方
法
は
な

い
も
の
か
と
考
え
て
い
る
中
で
た
ま
た
ま
話

の
中
で「
山
雅
の
フ
ァ
ン
・
サ
ポ
ー
タ
ー
を

集
め
て
会
を
作
ろ
う
！
」と
い
う
声
が
出
ま

し
て
4
年
ぶ
り
に
Ｊ
１
で
戦
い
、
熱
く
盛
り

す
た
め
、
選
手
一

丸
と
な
り
来
年
の

大
会
に
挑
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

マ
ス
タ
ー
ズ
甲

子
園
２
０
１
９
長

野
県
大
会
・
秋
の

甲
子
園
in
長
野　

決
勝
戦
に
携
わ
っ

た
多
く
の
協
力
関

係
者
と
長
野
県
高

校
野
球
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
連
盟
・
長
野
商

業
吹
奏
楽
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
会
の
皆
様
方

に
心
か
ら
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

松商学園 2 1 0 3 1 0 2 0 1 10

長野日大 0 1 5 0 0 1 2 0 2× 11
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松
本
マ
ラ
ソ
ン
女
性
委
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

10
月
6
日
、
松
本
マ
ラ
ソ
ン
に
女
性
委
員

会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
ま
し
た
。

第
1
回
か
ら
第
3
回
ま
で
連
続
で
参
加
し

て
い
ま
す
。（
第
２
回
は
雨
天
中
止
）

換
会
」
と
し
て
６
月
に
第
一
回
目
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

丸
山
理
事
長
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
く
中
、

多
く
の
会
員
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
年
代

の
枠
を
超
え
た
顔
の
見
え
る
強
い
関
係
が
築

か
れ
、
今
後
の
限
り
な
い
発
展
に
繋
が
る
可

能
性
を
予
感
す
る
時
間
を
共
有
す
る
事
が
で

き
、
好
評
で
し
た
。（
写
真
の
と
お
り
）

今
後
、
11
月
17
日
に
第
二
回
目
を
企
画
し

て
お
り
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
松
商
卒
業

生
同
士
の
繋
が
り
を
活
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の

活
性
化
と
な
る
大
切
な
機
会
と
し
、
更
な
る

発
展
を
期
し
て
委
員
の
総
力
を
上
げ
て
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

色
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
松
商
学

園
の
卒
業
生
と
繋
が
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

皆
様
の
「
Ｍ
Ｂ
Ｃ
」
へ
の
ご
登
録
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
探
せ
る
！
見
つ
か
る
！
松
商
の
仲
間
！
】

を
求
め
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
か
ら
、
松
商
卒

業
生
に
特
化
し
た
お
仕
事
情
報
を
簡
単
に

検
索
す
る
事
が
で
き
ま
す
。
登
録
数
も
73
の

会
社
・
お
店
と
な
り
ま
し
た
が
松
商
生
が
関

わ
っ
て
い
る
お
店
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
松
商
卒
業
生
だ
か
ら
松
商
卒
業
生

に
し
か
で
き
な
い
企
画
だ
と
誇
り
を
持
っ

て
、
も
っ
と
も
っ
と
拡
大
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
担
当
す
る
総
務
企
画
委
員
会
で

は
、
よ
り
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
、
登
録

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、
直
接
情
報
の
交
換
が
で
き
る
「
情
報
交

松商学園校友会 
ビジネスコミュニティ 
http://m-bc.net

松
商
学
園
校
友
会 

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｍ
Ｂ
Ｃ

番
号

会
社
名

業　
種

氏　
名

卒
回

1
石
工
房  

倉
科

建
設
・

石
工
事

倉
科　
勝
啓

93

2
エ
グ
ゼ
リ
ン
ク

Ｉ
Ｔ・デ
ザ
イ
ン

事
務
所

Ｉ
Ｔ
・

デ
ザ
イ
ン
・

印
刷

赤
羽　
利
洋

101

3
㈲
ネ
ク
サ
ス・

  

ラ
ー
ニ
ン
グ・

ア
カ
デ
ミ
ー
ス
ク
ー
ル
運
営

木
澤　
勝
誠

90

4
㈱
フ
ェ
バ
ープレ

ー
ス
映
像
製
作
・

写
真
撮
影

丸
山　
俊
樹

91

5
㈲
オ
リ
イ

住
宅
イ
ン
テ
リ
ア

製
造

折
井　
謙
一

折
井　
大
輔
73・106

6
㈱
ス
ペ
ー
ス
ウ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
建
設
業
・

宅
建
業

中
田　
朝
友

62

7
塩
原
木
工

建
設
・
設
備

塩
原　
久
悦

塩
原　
裕
樹
82・109

8
㈲
グ
リ
ム

食
品

竹
内　
久
二

67

9
㈲
中
平
工
業

製
造
業

（
電
子
、
電
気
）
中
平　
寿
文

67

10
㈱
ア
イ
シ
ン
ク

建
設
業

赤
羽　
勝
巳

82

11
㈱
コ
ク
エ
イ

専
門
商
社

荒
井　
達
雄

86

12
㈱
田
内
工
務
店

住
宅
イ
ン
テ
リ
ア・

建
設

田
内　
光
一

69

13
㈱
ト
ッ
プ
ラ
ン

自
動
車
販
売
・

修
理

清
沢　
輝
彦

82

14
湯
々
庵 

枇
杷
の
湯
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
・

レ
ジ
ャ
ー

小
口　
　
毅

98

15
㈱
三
栄
シ
ス
テ
ム
印
刷
・

事
務
用
品
・

日
用
品

藤
原　
康
弘

90

16
カ
ー
シ
ョッ
プ

  

N
エ
ー
ス

　
長
澤
商
会
㈲
自
動
車
販
売
・

修
理

長
澤　
　
勲

長
澤　
義
晶
90・92

17
コ
ニ
フ
ァ
ープラ

ン
㈱
レ
ン
タ
ル
ス

ペ
ー
ス

竹
渕　
雅
樹

102

18
ミ
ク
マ
ル

リ
ー
バ
イ 

ミ
ク
マ
ル
美
容

ア
イ
ラ
ッ
シ
ュ
サ
ロ
ン
横
山　
勇
太

横
山　
史
恵
104・104

19
㈲
彩
和
会

生
保
・
損
保

丸
山　
正
芳

72

20
㈱
ホ
テ
ル
お
も
と
ホ
テ
ル

山
本　
陽
介

102

21
ロ
ー
ソ
ン浅間

温
泉
店
小
売

宇
留
賀
恵
美
子

65

22
東
石
川
旅
館

ホ
テ
ル

石
川　
真
一

101

23
㈲
く
ろ
門

飲
食

宮
坂　
吉
和

66

24
㈱
た
か
ぎ

記
念
品
・

ギ
フ
ト

髙
木　
　
健

65

■
Ｍ
Ｂ
Ｃ
登
録
一
覧
表
①
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令和元年11月15日

に
支
え
ら
れ
応
援
さ
れ
た
高
校
時
代
は
、
本

当
に
「
人
」
に
恵
ま
れ
た
3
年
間
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

◆
卒
業
か
ら
現
在
ま
で

　

高
校
卒
業
後
は
、
大
東
文
化
大
学
に
進
学

し
野
球
を
続
け
、
4
年
時
に
は
主
将
と
し
て

1
2
0
名
以
上
い
る
チ
ー
ム
を
纏
め
る
こ
と

の
大
変
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
大
学
で
は
全

国
大
会
出
場
等
の
思
う
よ
う
な
結
果
は
残
せ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
主
性
を
重
ん
じ
る
大

学
野
球
を
経
験
で
き
、
考
え
て
行
動
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
貴
重
な
4
年
間
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
卒
業
後
は
、
静
岡
ガ
ス
株
式
会
社
に

入
社
し
、
会
社
の
軟
式
野
球
部
で
野
球
を
続

け
、
昼
間
は
営
業
マ
ン
と
し
て
社
業
を
こ
な

し
、
終
業
後
に
練
習
と
い
う
日
々
を
送
っ
て

お
り
ま
す
。

　

高
校
時
代
毎
日
唱
和
し
た
野
球
部
心
得

「
野
球
選
手
た
る
前
に
松
商
学
園
生
徒
た
れ
」

が
今
で
は
「
野
球
選
手
た
る
前
に
静
岡
ガ
ス

社
員
た
れ
」
に
な
り
、
社
会
人
と
し
て
仕
事

も
野
球
も
ど
ち
ら
も
手
を
抜
く
こ
と
な
く
全

力
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

◆
現
在
の
や
り
が
い
は

　

仕
事
で
は
法
人
営
業
と
し
て
大
手
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
へ
の
営
業
を
担
当
し
て
お
り
、

ト
ッ
プ
営
業
マ
ン
を
目
指
し
日
々
奮
闘
し
て

お
り
ま
す
。

　

野
球
で
は
入
社
か
ら
9
年
間
選
手
と
し
て

プ
レ
ー
し
、
2
年
間
の
コ
ー
チ
を
経
て
33
歳

か
ら
監
督
と
し
て
チ
ー
ム
を
率
い
て
お
り
ま

平
成
13
年
卒（
1
0
0
回
）　

普
通
科
・
野
球
部

監
督
と
し
て
軟
式
野
球
の
最
高
峰・

�

天
皇
賜
杯
全
国
優
勝

車
谷 

芳
紀
さ
ん

◆
高
校
時
代
の
思
い
出

　

幼
少
期
か
ら
甲
子
園
に
憧
れ
、
い
つ
か
は

あ
の
大
観
衆
の
中
で
プ
レ
ー
し
た
い
と
思
い
、

地
元
の
新
潟
を
離
れ
松
商
学
園
に
入
学
し
ま

し
た
。
慣
れ
な
い
寮
生
活
や
厳
し
い
練
習
に

耐
え
、念
願
叶
っ
て
3
年
夏
の
甲
子
園
に
サ
ー

ド
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
出
場
で
き
た
こ
と

は
高
校
時
代
の
最
高
の
思
い
出
で
す
。

　

ま
た
、
素
晴
ら
し
い
監
督
・
コ
ー
チ
に
出

会
い
ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
、
親
身
に

な
っ
て
生
活
を
支
え
て
く
れ
た
寮
の
お
じ

ち
ゃ
ん
・
お
ば
ち
ゃ
ん
に
出
会
え
た
こ
と
、

今
で
も
付
き
合
い
の
あ
る
一
生
の
友
人
と
出

会
え
た
こ
と
、
薄
川
の
土
手
で
毎
日
練
習
を

見
て
い
る
通
称
土
手
フ
ァ
ン
の
方
に
か
わ
い

が
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
、
た
く
さ
ん
の
方
々

卒
業
生

活
躍
す
る
卒
業
生
た
ち

活
躍
す
る
卒
業
生
た
ち

番
号

会
社
名

業　
種

氏　
名

卒
回

25
㈲
桜
家

飲
食

澤
田　
宗
雄

61

26
中
国
料
理 

百
老
亭
飲
食

出
井
健
太
郎

出
井　
健
二
95・66

27
a
u
r
ah

a
i
r
理
容
院

美
容
院

松
崎　
秀
夫

松
崎　
久
子
67・67

28
㈲
丸
山
菓
子
舗

食
品

丸
山　
明
男

丸
山　
　
茂
86・58

29
サ
ン・フ
ー
ズ
㈱

陸
運
・
海
運
・

物
流

堤　
　
良
一

92

30
熊
谷
製
麺
㈱

食
品
製
造
業

（
麺
類
）

熊
谷　
宗
紀

86

31
㈱
大
月
酒
店

酒
類
販
売
業

大
月　
弘
士

大
月　
吉
史
83・57

32
㈱
豊
島
屋

酒
類
醸
造
・

石
油
類
販
売

林　
新
一
朗

林　
　
紀
六
66・58

33
㈲
ア
ベ

珈
琲
美
学
ア
ベ

不
動
産
・

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
安
部　
芳
樹

75

34
㈱
ヒ
ュ
ー
テ
ッ
ク

住
宅
イ
ン
テ
リ
ア・

建
設

伊
藤　
昌
志

81

35
麵
屋  

壱

飲
食

鰐
川　
　
隆

鰐
川　
隆
一
75・103

36
ス
ナ
ッ
クみ

ず
う
み
飲
食

風
間　
弘
美

82

37
税
理
士
法
人の

ぞ
み
専
門
・

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

望
月　
宗
敬

61

38
丸
幸

飲
食

山
本
雄
一
郎

山
本　
吉
郎
89・64

39
ス
ナ
ッ
ク 

あ
う
る
飲
食

森
山　
貞
子

森
山　
洋
子
80・83

40
ス
ナ
ッ
ク  

零

飲
食

大
澤　
千
秋

82

41
し
づ
か

飲
食

市
東
真
貴
子

市
東　
真
一
83・77

42
㈲
米
田
屋

酒
類
販
売
業

太
田　
浩
行

75

43
㈱
つ
む
ぐ

福
祉
サ
ー
ビ
ス

小
口　
　
宏

75

44
㈲
小
山
は
か
り
工
場
計
量
器
製
造
・

販
売
・
修
理

小
山　
恵
嗣

小
山　
直
子
75・75

45
安
曇
観
光
タ
ク
シ
ー
運
輸

耳
塚　
喜
門

68

46
㈱
巴
屋

ク
リ
ー
ニ
ン
グ

武
田　
善
彦

70

47
㈱
恩
田
地
建

不
動
産
仲
介
・

Ｆ
Ｐ

恩
田　
弘
志

70

48
本
郷
商
店

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・

建
材

本
郷　
剛
史

80

番
号

会
社
名

業　
種

氏　
名

卒
回

49
喜
龍
ラ
ー
メ
ン

飲
食

深
澤　
勝
則

75

50
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ

ア
パ
レ
ル
・

服
飾
関
連

盛
田　
勝
哉

104

51
伊
原
漆
器
専
門
店
古
美
術
・
民
芸
・

家
具

佐
々
木
一
郎

74

52
さ
く
ら
食
堂

飲
食

笠
原　
健
二

75

53
㈲
清
水
製
麵
所

食
品
製
造
業

（
麺
類
）

清
水　
克
海

83

54
居
酒
屋 

し
ん
ざ
ん
飲
食

小
笠
原
栄
寿

64

55
㈱
第
一
工
務
店

住
宅
イ
ン
テ
リ
ア
・

建
設

飯
島　
泰
臣

83

56
合
富
成
伍
郎
商
店
豆
腐
製
造
・

卸
・
販
売

富
成　
敏
文

81

57
㈲
宮
下
商
店

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・

灯
油

宮
下　
秀
保

79

58
㈲
イ
ン
テ
リ
ア・

ひ
ら
ば
や
し
内
装
業

平
林　
孝
一

83

59
㈱
カ
ミ
ジ
ョ
ウパッ

ク
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

製
造
販
売

上
條　
宏
聡

96

60
西
澤
設
計
企
画

建
築
業

西
澤　
優
幸

93

61
カ
フ
ェ  
え
ふ

飲
食

高
嶋　
敏
行

69

62
酒
肴 

車・く
る
ま
飲
食

宮
澤　
　
正

80

63
そ
ば
処 

寿
々
㐂

飲
食

鈴
木　
尚
登

75

64
㈲
松
月
堂

 

西
村
商
店
食
品

西
村　
浩
光

81

65
レ
ス
ト
ラ
ン 

ポ
ム
飲
食

原
田　
正
芳

89

66
S
n
a
c
k

や
わ
ら
か
い
飲
食

石
田
み
ゆ
き

88

67
ス
ノ
ー
ス
タ
イ
ル
薪
ス
ト
ー
ブ
販
売
・

施
工

長
田　
泰
成

94

68
東
海
ホ
ル
ダ
ー

販
促
品
・

カ
ー
用
品

卸
売
販
売

清
沢　
輝
彦

82

69
㈲
あ
お
ば
住
専

不
動
産

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

林　
　
隆
雄

89

70
ア
ル
フ
ァ
ー

サ
ポ
ー
ト
㈱
人
材
派
遣

両
角　
利
章

73

71
㈱
テ
ィ
ー
ズ

デ
ザ
イ
ン
企
画
室
販
促
企
画
・

デ
ザ
イ
ン
制
作

山
田　
達
也

80

72
濱
整
骨
院

整
骨
院

濱　
　
　
敦

82

73
風
穴
の
里

道
の
駅

川
上　
一
治

75

■
Ｍ
Ｂ
Ｃ
登
録
一
覧
表
②
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番
号

会
社
名

業　
種

氏　
名

卒
回

49
喜
龍
ラ
ー
メ
ン

飲
食

深
澤　
勝
則

75

50
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ

ア
パ
レ
ル
・

服
飾
関
連

盛
田　
勝
哉

104

51
伊
原
漆
器
専
門
店
古
美
術
・
民
芸
・

家
具

佐
々
木
一
郎

74

52
さ
く
ら
食
堂

飲
食

笠
原　
健
二

75

53
㈲
清
水
製
麵
所

食
品
製
造
業

（
麺
類
）

清
水　
克
海

83

54
居
酒
屋 

し
ん
ざ
ん
飲
食

小
笠
原
栄
寿

64

55
㈱
第
一
工
務
店

住
宅
イ
ン
テ
リ
ア
・

建
設

飯
島　
泰
臣

83

56
合
富
成
伍
郎
商
店
豆
腐
製
造
・

卸
・
販
売

富
成　
敏
文

81

57
㈲
宮
下
商
店

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・

灯
油

宮
下　
秀
保

79

58
㈲
イ
ン
テ
リ
ア・

ひ
ら
ば
や
し
内
装
業

平
林　
孝
一

83

59
㈱
カ
ミ
ジ
ョ
ウパッ

ク
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

製
造
販
売

上
條　
宏
聡

96

60
西
澤
設
計
企
画

建
築
業

西
澤　
優
幸

93

61
カ
フ
ェ  

え
ふ

飲
食

高
嶋　
敏
行

69

62
酒
肴 

車・く
る
ま
飲
食

宮
澤　
　
正

80

63
そ
ば
処 

寿
々
㐂

飲
食

鈴
木　
尚
登

75

64
㈲
松
月
堂

 

西
村
商
店
食
品

西
村　
浩
光

81

65
レ
ス
ト
ラ
ン 

ポ
ム
飲
食

原
田　
正
芳

89

66
S
n
a
c
k

や
わ
ら
か
い
飲
食

石
田
み
ゆ
き

88

67
ス
ノ
ー
ス
タ
イ
ル
薪
ス
ト
ー
ブ
販
売
・

施
工

長
田　
泰
成

94

68
東
海
ホ
ル
ダ
ー

販
促
品
・

カ
ー
用
品

卸
売
販
売

清
沢　
輝
彦

82

69
㈲
あ
お
ば
住
専

不
動
産

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

林　
　
隆
雄

89

70
ア
ル
フ
ァ
ー

サ
ポ
ー
ト
㈱
人
材
派
遣

両
角　
利
章

73

71
㈱
テ
ィ
ー
ズ

デ
ザ
イ
ン
企
画
室
販
促
企
画
・

デ
ザ
イ
ン
制
作

山
田　
達
也

80

72
濱
整
骨
院

整
骨
院

濱　
　
　
敦

82

73
風
穴
の
里

道
の
駅

川
上　
一
治

75

平
成
15
年
卒（
1
0
2
回
）　

普
通
科

コ
ニ
フ
ァ
ー
プ
ラ
ン
株
式
会
社　

代
表
取
締
役

竹
渕 

雅
樹
さ
ん

●
高
校
の
思
い
出
は
？

　

入
学
し
て
す
ぐ
に
部
活
に
所
属
は
し
ま
し

た
が
趣
味
に
の
め
り
こ
ん
で
し
ま
い
部
活
に

は
行
か
ず
に
普
通
の
高
校
生
活
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

　

毎
年
家
に
海
外
の
学
生
の
受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
た
為
、
夏
に
は
い
つ
も
外
国
人
が

い
る
と
い
う
環
境
で
し
た
が
英
語
は
赤
点
ギ

リ
ギ
リ
で
し
た
。
し
か
し
、
縁
あ
っ
て
高
校

3
年
生
の
月
曜
登
校
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
に
自

宅
に
来
て
く
れ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
友

人
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
行
き
、
た
く
さ

ん
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

●
卒
業
か
ら
現
在
ま
で

　

千
葉
工
業
大
学
に
進
学
し
大
好
き
だ
っ
た

バ
イ
ク
で
事
故
に
あ
い
1
年
間
入
退
院
を
繰

り
返
し
て
か
ら
は
勉
強
や
周
り
の
大
事
さ
に

気
づ
き
勉
学
に
励
み
、
ど
う
に
か
上
場
会
社

に
入
社
す
る
も
3
年
で
退
社
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
日
本
か
ら

出
て
み
よ
う
と
思
い
た
ち
、
英
語
は
相
変
わ

ら
ず
嫌
い
で
し
た
が
海
の
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
へ
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
イ
ビ
ザ
で
1
年

間
留
学
と
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
と
き
に
日
本
で
は
３
・
11
や
松
本
で
も
震

度
６
の
地
震
が
あ
り
向
こ
う
で
も
大
々
的
に

報
道
を
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。

向
こ
う
でPray for Japan

な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
立
ち
上
げ
な
ど
を
行
っ
た
り
し
た
こ
と
で

嫌
い
だ
っ
た
英
語
も
克
服
が
で
き
た
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

ず
っ
と
理
系
の
道
を
き
た
反
動
か
ら
か
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
仕
事
に
つ
き
た
い
と
思
い

20
件
ほ
ど
の
ホ
テ
ル
に
履
歴
書
を
持
っ
て
い

き
ま
し
た
が
全
て
未
経
験
と
い
う
こ
と
も
あ

り
不
採
用
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

帰
国
後
松
本
地
震
で
壊
れ
て
し
ま
っ
た
自

宅
を
修
復
す
る
と
と
も
に
淵
庵
村
（
ふ
ち
あ

ん
む
ら
）
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

す
。
選
手
時
代
と
は
違
う
目
線
で
野
球
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
り
ま

す
が
、
非
常
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

今
年
は
軟
式
野
球
で
最
も
権
威
あ
る
大
会

の
天
皇
賜
杯
が
松
本
市
野
球
場
を
メ
イ
ン
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
社
も
静
岡
県
代
表

と
し
て
出
場
し
46
年
振
り
の
日
本
一
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
茨
城
国
体
で

は
3
位
と
優
勝
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
後
も
軟
式
野
球
2
大
大
会
（
天
皇
賜
杯
・

国
体
）
で
の
優
勝
を
目
標
に
、
会
社
の
皆
様

を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
応
援
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
チ
ー
ム
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

●
現
在

　

淵
庵
村
と
い
う
集
合
施
設
を
松
本
市
の
南

側
で
ス
タ
ー
ト
し
て
8
年
目
に
な
り
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
叶
わ
な
か
っ
た
ホ
テ
ル

で
働
く
と
い
う
夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
5
年

前
か
ら
少
し
変
わ
っ
た
貸
切
タ
イ
プ
の
宿
も

淵
庵
村
の
中
で
始
め
て
み
ま
し
た
。
不
思
議

な
こ
と
に
最
初
の
年
は
95
％
外
国
の
お
客
さ

ん
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。
と
い
っ
て
も
始
め

た
ば
か
り
は
年
間
通
し
て
も
30
組
ほ
ど
の
お

客
様
に
し
か
来
て
も
ら
え
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
け
ど
。

　

東
京
で
は
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
事
業
を

行
っ
て
お
り
都
会
と
田
舎
の
違
い
な
ど
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
脱
サ
ラ
し
た
の
だ
か
ら
と
色
々

な
こ
と
に
興
味
が
わ
き
高
校
の
こ
ろ
勉
強
し

て
い
た
ら
…
と
悔
や
み
な
が
ら
今
さ
ら
勉
強

を
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
い
つ
に

な
っ
て
も
新
し
い
事
を
知
る
と
い
う
こ
と
は

と
て
も
楽
し
い
こ
と
で
す
。

　

警
察
協
議
会
や
政
治
活
動
な
ど
学
生
の
こ

ろ
に
は
考
え
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
に
も
顔
を
出

さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
人
か
ら
学
ぶ
事
の
大

切
さ
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
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出
口
ク
リ
ス
タ 

世
界
柔
道
選
手
権
大
会 

女
子
57
ｋｇ
級 

金
メ
ダ
ル

世
界
柔
道
選
手
権
で
初
優
勝
し
、
世
界
一

と
な
っ
た
出
口
ク
リ
ス
タ
選
手
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
の
夢
に
向
か
っ
て
邁
進
す
る
出

口
選
手
に
、
今
回
、
校
友
誌
の
た
め
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ
．
8
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
世
界
柔
道

選
手
権
。
大
会
直
前
は
ど
ん
な
思
い
で
い
ま

し
た
か
。

出
口　

大
会
当
日
の
組
合
せ
が
分
か
る
の
は

前
日
だ
っ
た
の
で
、
昨
年
、
同
大
会
の
準
決

勝
で
敗
れ
た
日
本
の
芳
田
司
選
手
と
決
勝
で

あ
た
る
と
分
か
っ
た
と
き
は
、
少
し
気
持
ち

の
上
で
楽
に
な
っ
た
と
い
う
か
、
彼
女
と
の

対
戦
が
い
ち
ば
ん
厳
し
い
試
合
に
な
る
と
感

じ
て
い
た
の
で
、「
決
勝
ま
で
行
く
し
か
な

い
」
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。
調
整
も
普
段

通
り
に
行
い
、
こ
の
選
手
権
大
会
で
は
、
最

終
的
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
糧
と
な

る
よ
う
な
内
容
に
し
た
い
と
の
目
標
で
挑
ん

で
い
ま
し
た
。

Ｑ
．
決
勝
戦
で
の
状
況
や
、
優
勝
が
決

ま
っ
た
瞬
間
の
心
境
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

出
口　

芳
田
選
手
と
の
決
勝
は
特
に

作
戦
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
試
合
と

し
て
も
あ
ま
り
良
い
内
容
で
な
く
、
延

長
戦
と
な
り
切
羽
詰
ま
っ
た
状
況
の
中

で
勝
手
に
体
が
動
い
た
よ
う
な
感
覚
で

す
。
優
勝
が
決
ま
っ
た
谷
落
と
し
は
、

ふ
だ
ん
投
げ
る
時
も
や
っ
て
い
る
技
で

は
な
か
っ
た
の
で
自
分
で
も
正
直
驚
い

て
い
ま
す
。
そ
の
瞬
間
は
、
自
分
で
も

信
じ
ら
れ
な
く
周
り
の
状
況
も
あ
ま
り

分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
で
自

分
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
振
り
返
り
で
見
た
と
き

に
、
改
め
て
自
分
の
職
場
の
方
以
外
に

も
た
く
さ
ん
の
方
が
拍
手
を
送
っ
て
く

れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
の
事
に

も
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
他

の
国
の
選
手
の
応
援
に
来
た
と
思
わ
れ

る
外
国
の
方
々
も
喜
ん
で
い
る
様
子
も

あ
っ
て
、
国
境
を
越
え
て
応
援
い
た
だ

い
た
よ
う
な
、
そ
ん
な
喜
び
が
あ
り
ま

し
た
。

昨
年
は
世
界
選
手
権
で
3
位
に
終
わ

り
、
気
持
ち
が
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た

事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
自
分
で

も
体
が
よ
く
動
い
て
い
る
と
感
じ
ま

祝



19

す
。
世
界
選
手
権
の
試
合
は
納
得
で
き

な
い
点
も
あ
っ
た
の
で
、
良
い
感
覚
は

継
続
し
な
が
ら
今
回
の
課
題
を
つ
ぶ
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
今
年
、
残
す

と
こ
ろ
あ
と
１
試
合
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
を
勝
ち
き
っ
て
、
そ
の
後
に
続
く
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
考
会
を
勝
ち
取
り
、
夢

だ
っ
た
舞
台
、
東
京
五
輪
に
臨
み
た
い

で
す
。

Ｑ
．
松
商
学
園
の
在
校
生
や
応
援
す
る

方
々
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま

す
。

出
口　

高
校
生
の
時
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
夢
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
こ

こ
ま
で
こ
れ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
た
っ
た
５
年
で
も
自
分
の
道

は
変
わ
る
も
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
在
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
今
、

漠
然
と
し
て
い
た
り
明
確
で
は
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
何
か
一
つ
夢
や
目
標
を

決
め
て
、
が
む
し
ゃ
ら
に
頑
張
っ
て
み

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
長
野
県
の
皆
さ
ん
に
は
、
今

カ
ナ
ダ
の
代
表
と
な
り
、
山
梨
に
拠
点

を
置
い
て
い
る
自
分
に
対
し
、
引
き
続

き
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
も
長
野

生
ま
れ
の
誇
り
を
持
っ
て
、
こ
れ
ま
で

指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や
理
解

や
協
力
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
少

し
で
も
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
、
４
年

に
一
度
し
か
勝
ち
取
れ
な
い
金
メ
ダ
ル

を
持
ち
帰
り
た
い
で
す
。

教
諭

�

山
口�

泰
志�

先
生

本
校
出
身
出
口
ク
リ
ス
タ（
113
回
卒
現
在

日
本
生
命
所
属
）が
世
界
柔
道
選
手
権
東
京

大
会
に
お
い
て
57
キ
ロ
級
で
優
勝
い
た
し

ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
に
温
か
い
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
9
月
28
日
に

ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
祝
勝
会
に
中
平
会
長
は
じ
め
た
く
さ
ん

の
校
友
会
の
皆
様
方
が
参
加
し
て
い
た
だ

き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

彼
女
は
大
学
３
年
次
に
悩
ん
だ
末
カ
ナ

ダ
国
籍
を
取
得
し
、
多
く
の
国
際
大
会
を

経
験
す
る
こ
と
で
実
力
を
付
け
て
参
り
ま

し
た
。
し
か
し
一
番
の
悩
み
は
心
な
い
言

葉
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、「
周
り
か

ら
応
援
し
て
も
ら
え
る
の
か
」と
い
う
こ
と

で
し
た
。
私
は
当
日
会
場
で
観
戦
し
て
お

り
ま
し
た
。
彼
女
が
優
勝
し
た
瞬
間
、
場

内
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が
彼
女
に
注
が

れ
た
瞬
間
そ
の
心
配
は
吹
き
飛
び
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
彼
女
に
は
た
く
さ
ん
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
書
き

き
れ
な
い
の
は
残
念
で
す
。
今
後
と
も
皆

様
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

教
諭

�

手
塚�

裕
司�

先
生

世
界
柔
道
選
手
権
大
会
に
お
い
て
多
く

の
皆
様
に
出
口
ク
リ
ス
タ
を
応
援
し
て
い

た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
25
年
度
卒
業
生
、
出
口
ク
リ
ス
タ

が
カ
ナ
ダ
代
表
選
手
と
し
て
8
月
に
日
本

武
道
館
で
開
か
れ
た
世
界
柔
道
選
手
権
東

京
大
会
に
於
い
て
57
キ
ロ
級
に
出
場
し
、

初
優
勝
い
た
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
お

祝
い
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
9
月
末
に
行
わ
れ
ま

し
た
祝
賀
会
に
は
２
０
０
名
を
超
え
る
方

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
校
友
会
か
ら
も

中
平
会
長
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
皆
様
方
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
彼
女
は
ま
だ
来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
が
確
定
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
今

後
冬
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
大
会
、
来
春
カ

ナ
ダ
国
内
に
お
い
て
代
表
選
考
会
等
が
続

き
ま
す
。
来
年
も
う
一
度
日
本
武
道
館
の

畳
に
上
が
っ
て
も
ら
う
た
め
に
熱
く
応
援

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
だ
緊
張
感
が

途
切
れ
な
い
中
に
い
る
た
め
、
今
後
は
静

観
し
な
が
ら
応
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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尚、ご納入の際には、維持年会費は一口2,000円（一口以上でお願いします）
今回の会報（44号）と一緒にゆうちょ銀行の払込取扱票を同封しましたのでご活用下さい。

学籍番号（会員番号）、卒業回数をご記入ください。（学籍番号は封筒の宛名欄の下にある数字です）

＊納入は令和２年9月末日までにお願い致します。
口座番号：00570-4-82577　　口座名義：松商学園高等学校校友会

維持年会費の納入にご協力をお願いします維持年会費の納入にご協力をお願いします
　校友の皆様、日頃『維持年会費』の納入につきましては、深いご理解とご協力をいただきまして、誠
にありがとうございます。
　さて、学校法人松商学園は本年で創立121年となり、松商学園高等学校校友会も大正10年に発足し、会
則第1条にある様に「会員相互の親睦と団結を図るとともに、母校経営の母体としての使命を念頭に学園
の発展に寄与」の理念のもと、校友会の各々の立場の中で活動が引き継がれて参りました。その経過の
中でも、昨今ではあらゆる世界の様々な分野においても全く想像できない程に全てが、激動・激変の状
況下であります。
　校友会も母校経営の母体としての使命の部分において、年毎に使命感の温度差が顕著になってまいり
ました。ここで、校友会員一同の結束をより強固に再生するには、皆様方から、校友会仲間の皆さんヘ
お声掛け等のさらなるご支援が重要となり、ご協力とご指導をお願いする次第でございます。

世
界
大
会

ス
キ
ー
同
好
会 

1
名

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

陸
上
競
技
部 

15
名

柔
道
部 

5
名

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部 

7
名

な
ぎ
な
た（
社
会
体
育
） 

1
名

空
手
道
部 

14
名

テ
ニ
ス
部 

14
名

剣
道
部 

1
名

卓
球
部 

14
名

女
子
選
手
権

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部 

2
名

全
国
大
会

商
業
科（
簿
記
） 

4
名

棋
道
部 

4
名

放
送
部 

13
名

総
文
祭

棋
道
部 

3
名

放
送
部 

3
名

全
国
高
等
学
校

　
　
選
抜
大
会

卓
球
部 

6
名

テ
ニ
ス
部 

14
名

空
手
道
部 

14
名

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部 

2
名

女
子
バ
レ
ー
部 

6
名

棋
道
部 

4
名

な
ぎ
な
た 

2
名

そ
の
他
の
大
会

柔
道
部 

5
名

剣
道
部 

1
名

弓
道
部 

6
名

経
営
の
母
体
と
し
て
の
松
商
学
園
高
等
学
校
校

友
会
は
、継
続
し
て
全
国
大
会
出
場
者
に
特
別
活

動
奨
励
金
を
渡
し
て
き
ま
し
た
が
、平
成
27
年
度
よ

り
で
き
る
だ
け
多
く
の
生
徒
に
多
様
な
分
野
で
意

欲
向
上
等
の
観
点
か
ら
奨
学
金
を
交
付
す
る
と
共

に
、松
商
学
園
高
等
学
校
校
友
会
の
存
在
を
広
く

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
以
下
を
お
贈
り
し
ま
す
。

①
検
定
資
格
取
得
奨
学
金

　
左
記
検
定
試
験
合
格
者
に
受
験
料
を
奨
学
金
と

し
て
支
給

　
　

�

日
商
簿
記
2
級
以
上
、
英
検
2
級
以
上
、
漢

検
2
級
以
上
、
日
商
販
売
士
2
級
以
上
、
Ｉ

Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
、
ニ
ュ
ー
ス
検
定
2
級
以
上
、

語
意
・
読
解
力
検
定
２
級
以
上
、
数
学
検
定

２
級
以
上
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
４
８
０
点
以
上

②
読
書
奨
学
金

　
図
書
館
の
本
貸
出
数
が
多
い
生
徒
に
校
友
会
オ

リ
ジ
ナ
ル
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈

③
学
業
支
援
奨
学
金

　
⑴�

学
習
成
績
優
秀
で
か
つ
経
済
的
に
奨
学
金
を

必
要
と
す
る
生
徒
20
人
程
度
に
支
給
〔
1
・

2
年
〕

　
⑵�

学
習
成
績
が
優
秀
な
生
徒（
特
奨
生
を
除
く
）

各
ク
ラ
ス
２
名
程
度
に
校
友
会
オ
リ
ジ
ナ
ル

図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈

④
北
信
越
大
会
出
場
奨
学
金

　
北
信
越
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
、
全
国
高
等

学
校
軟
式
野
球
選
手
権
北
信
越
地
区
大
会
、
北

信
越
地
区
高
等
学
校
野
球
大
会
等
に
団
体
戦
で

出
場
し
た
ク
ラ
ブ
及
び
個
人
戦
出
場
者
に
支
給

⑤
表
彰
等
の
副
賞

　
卒
業
式
に
先
立
ち
表
彰
さ
れ
る
各
賞
受
賞
者
へ

の
副
賞
を
贈
呈

⑥
社
会
貢
献
活
動
特
別
奨
学
金

　
人
命
救
助
・
社
会
奉
仕
活
動
等
、
社
会
貢
献
し

た
生
徒
に
支
給

	

（
平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
31
年
3
月
31
日
）

松
商
学
園
高
等
学
校

校
友
会
奨
学
金
に
つ
い
て

特
別
活
動
奨
励
金

①
検
定
資
格
取
得
奨
学
金

75
名

②
読
書
奨
学
金

16
名

③
学
業
支
援
奨
学
金

96
名

④ 

北
信
越
大
会 

出
場
奨
学
金

軟
式
野
球
部

陸
上
競
技
部

新
体
操
部

柔
道
部

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

空
手
道
部

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

テ
ニ
ス
部

剣
道
部

卓
球
部

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

女
子
サ
ッ
カ
ー
部

ゴ
ル
フ
部

棋
道
部

な
ぎ
な
た

水
泳

奨
　
学
　
金

クラスマッチ景品 贈呈式 奨学金 授与式
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氏

名

卒
業

回
数

洞

澤

満

廣

山

下
　

廣

会

田

信

一

久
保
田
孝
次
郎

百

瀬
　

寛

髙

山

一

栄

松

田
　

正

小

川

博

通

永

田

八

宏

矢

口

泰

弘

小

島
　

修

中

野

博

夫

齋

藤
　

治

田

中

嘉

隆

中

原

信

一

松

本

一

男

宮

下

貴

光

中

野

村

男

青

栁

一

行

大

友

繁

人

小

松

登

行

丸

谷

義

一

羽

山

義

輝

神
事
宏
至（
洋
）

太

田

昌

孝

髙

根
　

基

関

沢

勝

年

清

澤

恒

彦

吉

澤

増

穂

吉

江

康

浩

宮

澤

征

男

中

田

朝

友

松

山

哲

郎

山
口
富
士
郎

増

田

道

憲

4043A515354565657575757585858595959595959606060606161616161626262626262

花

井

康

行

小

林

吉

広

中

嶋

慶

晴

仲

林

栄

子

曽
根
原
真
澄

横

山

元

秀

藤

森

寿

彦

村

上
　

健

本

間

恵

子

中

沢

成

美

下

里

泰

郎

二

木

芳

郎

小

島

義

幸

山

田
　

昇

岡

田

幸

雄

田

口

敏

子

福

岡
　

進

北
澤
潤
一
郎

松
沢
は
る
子

小

澤

隆

一

小

林

文

夫

宮

澤

秀

夫

塩

原
　

代

宮

坂

吉

和

小

口
　

格

井

口

博

水

百

瀬

清

一

藤

崎

文

男

青

木

茂

雄

川

舩

敏

子

河

原

秀

俊

腰

原
　

勉

柳

沢

伯

直

大

友

伸

二

菅

田

和

美

小

林

義

正

水

野

信

三

太
田
真
由
美

宮

島

治

美

大
日
方
暁
子

白
木
ま
ち
子

永

原
　

力

川

澄

正

秀

百

瀬

敬

子

犬

飼

信

雄

中
野
な
そ
い

中

平

寿

文

竹

内

久

二

中

田

善

雄

下

里

悦

子

滝

沢

広

重

松

澤

三

郎

藤

森

陽

子

西

澤

晴

夫

井

出

夏

子

井

出
　

博

山
田
し
げ
子

横

山

善

夫

伊

藤

友

一

駒

津

和

信

鳥
居
と
し
子

舛

長

茂

子

鳥

羽

源

彦

嶋

田

省

三

粂

田

春

恵

田

内

光

一

高

嶋

敏

行

武

田

善

彦

恩

田

弘

志

原　

登
美
子

丸

山

盛

幸

深

澤
　

学

横

山

幸

子

寺

島

公

栄

村
山
と
き
子

長

岡

忠

二

62626263636464646464646464646464656566666666666666666767676767676767676767

丸

山

正

芳

中

田
　

修

飯

沼

光

永

山

本

文

彦

西

牧

良

幸

大

槻

弘

子

米
山
多
鶴
子

中

嶋
　

寛

矢

口

史

朗

早

川
　

譲

小

松

忠

章

輪

湖
　

明

佐
々
木
一
郎

吉

澤
　

稔

召

田

三

博

関

崎

久

子

清

水

敬

司

宮

澤
　

伸

小
澤
さ
ゆ
子

太

田
　

章

横

山

正

志

小

山

恵

嗣

小

山

直

子

横

山

文

博

宮

下

敏

彦

村

田

由

香

横

山

京

子

中

平

恭

代

百

瀬

研

吉

吉

原

邦

子

横

山

敏

彦

北

条

史

朗

伊

藤

昌

志

赤

羽

勝

巳

大

月

弘

士

平

林

孝

一

井

口

利

恵

日

詰

洋

司

敦

森

弘

子

676767676767676767676768686868686868686868696969696969696969707071717171727272

727273737373737373737374747474747575757575757576767676767778798181828383838485

古

川
　

誠

半

戸

照

久

荒

井

達

雄

石

川

信

恵

田

中
　

誠

木

澤

勝

誠

倉

科

勝

啓

小

山

鉄

平

山

岸
　

望

横

山

博

昭

鈴

木

裕

一

岡

田
　

雄

太

田

亮

三

小

山

竜

一

宇

治

広

泰

江

口

尚

志

山

本

雄

哉

横

山

勇

太

横

山

史

恵

小

菅

由

佳

手

塚
　

俊

遠

山

裕

太

中

平

大

志

小

林

瑞

姫

宮

下

翔

斗

金

城

愛

実

山

口

翔

大

中

平

大

和

中

西

花

恵

中

野

佑

哉

中

堀

史

也

原

野

晃

多

波
多
腰　

充

濱

地

一

輝

波
多
腰　

守

滝

澤
　

空

川

井

海

帆

85858686909093969899100101101101101102104104104104104105105105107108110110112113114115115116117117117

平
成
30
年
度
維
持
年
会
費
納
入
者
名
簿

本年度の入会金（終身会費）の納入状況は上記の通り

です。各号に納入者のお名前を掲載しております。

尚、維持年会費は、平成30年度分の納入者名の掲載

です。

ご協力に感謝しますと共に、厚くお礼申し上げます。

最後に、入会金（終身会費）・維持年会費未納の方に

は、納入のご協力を頂きます様、お願い致します。

※お問い合わせは
　松商学園高等学校校友会事務局
　TEL. 0263-34-2724　FAX. 0263-34-0107

※ゆうちょ銀行での振込みの場合
　口座番号　00590-4-12388
　口座名義　松商学園高等学校校友会
　入会金（終身会費）　２万円

入会金（終身会費）納入状況入会金（終身会費）納入状況

五
十
九
回
卒

鎌

倉   

功

七
十
回
卒

服

部

公

威

七
十
三
回
卒

横

山

信

夫

平成30年度�入会金（終身会費）納入者名簿

118回生は全員在学中に納入頂きました。



22

令和元年11月15日

第
76
回
生

還
暦
同
窓
会

実
行
委
員
長　

村
田�

由
香

私
達
、
第
76
回
生
は
平
成
31
年
2
月
10
日

（
日
）平
成
最
後
の
こ
の
時
に
、
深
志
神
社

「
梅
風
閣
」に
於
い
て「
松
商
学
園
高
等
学
校

第
76
回
卒
業
生
還
暦
同
窓
会
」を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
校
友
会
会
長
で
あ

る
、
中
平
寿
文
様
、
第
77
回
卒
業
生
代
表
、

百
瀬
研
吉
様
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
当
時
の

恩
師
、
担
任
1
組 

清
水
博
子
先
生
、
9
組 

堀
内
毅
先
生
が
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

同
窓
生
73
名
、
来
賓
恩
師
担
任
4
名
、
計

77
名
の
盛
大
な
同
窓
会
が
開
催
で
き
ま
し

た
。松

商
学
園
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
、
42
年

が
経
ち
還
暦
を
迎
え
、
社
会
に
お
い
て
も
活

躍
を
終
え
一
区
切
り
の
仲
間
達
が
一
堂
に
集

ま
り
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
各
ク
ラ
ス
の
幹
事
が
短
い

準
備
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
名
簿
の
整
理

作
成
通
知
の
発
信
、
出
欠
の
確
認
、
当
日
の

役
割
分
担
な
ど
、
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
で
の
中
で

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

還
暦
祝
い
の
当
日
は
、
受
付
開
始
か
ら
多

く
の
方
々
が
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、
懐
か

し
い
友
と
の
再
会
が
で
き
ま
し
た
。

会
に
先
立
ち
、
実
行
委
員
長
を
承
っ
た
村

田
が
、
先
輩
か
ら
継
が
れ
た「
赤
い
ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん
こ
」を
身
に
着
け
、
全
員
で
記
念
撮

影
を
行
い
、
深
志
神
社
本
殿
に
て
、
お
祓

い
を
受
け
、
物
故
者
に
黙
祷
を
行
い
、
5
組 

第87回生松
商
学
園
を
卒
業
し
て
か
ら
30
年
の
歳
月

が
過
ぎ
、平
成
29
年
11
月
18
日
ブ
エ
ナ
ビ
ス

タ
に
て
86
回
生
岡
村
実
行
委
員
長
よ
り「
伝

統
の
鍵
」を
受
け
取
り
ま
し
た
。

木
製
の
小
さ
な
鍵
で
し
た
が
、代
々
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝
統
の
重
み
を
ず
っ
し
り
と

感
じ
た
と
同
時
に
記
念
事
業
を
無
事
に
成
功

さ
せ
な
け
れ
ば
と
い
う
重
圧
感
に
襲
わ
れ
ま

し
た
。

数
名
の
同
窓
生
に
協
力
を
求
め
翌
年
の
1

月
よ
り
30
名
ほ
ど
の
頼
も
し
い
仲
間
と
一
緒

に
実
行
委
員
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

で
き
る
だ
け
大
勢
の
87
回
生
に
出
席
し

て
い
た
だ
き
久
し
ぶ
り
の
再
会
の
喜
び
を
分

か
ち
合
う
と
と
も
に
、お
世
話
に
な
っ
た
母

校
に
皆
で
恩
返
し
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

で
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
を
こ
な
し
て
い
き
ま
し

た
。記

念
事
業
開
催
ま
で
の
道
の
り
は
苦
労

の
連
続
で
あ
り
、先
輩
方
の
苦
労
を
思
い
知

ら
さ
れ
た
と
同
時
に
実
行
委
員
長
と
い
う
大

役
を
務
め
る
事
が
で
き
る
喜
び
を
感
じ
ま
し

た
。多

く
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
10
月
末
に

は
予
算
の
目
標
に
達
し
て
、翌
年
の
2
月
に

体
育
館
南
側
の
暗
幕
を
贈
呈
す
る
こ
と
が
で

き
、平
成
31
年
3
月
9
日
に
卒
業
30
周
年
記

念
事
業
式
典
・
同
窓
会
を
無
事
に
開
催
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
、ご
来
賓
、担
任
の
先
生
方
、86
・
88

回
生
の
代
表
を
お
招
き
し
、卒
業
生
含
め
総

勢
１
４
０
名
の
参
加
に
よ
り
盛
大
な
会
と
な

り
ま
し
た
。

式
典
で
ご
来
賓
の
方
々
よ
り
お
祝
い
の
言

葉
を
い
た
だ
い
て
校
長
先
生
に
目
録
を
贈
呈

し
、88
回
生
代
表
の
方
に
伝
統
の
鍵
を
引
き

継
い
だ
時
に
は
喜
び
の
気
持
ち
で
胸
が
熱
く

な
り
ま
し
た
。

同
窓
会
は
各
ク
ラ
ス
ご
と
の
テ
ー
ブ
ル
で

そ
れ
ぞ
れ
担
任
の
先
生
を
囲
み
ス
タ
ー
ト
し

た
交
流
の
宴
で
は
、誰
も
が
た
ち
ま
ち
当
時

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
記
念
事
業
を
通
じ
て
私
自
身
い
ろ
ん

な
事
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、仲
間
と
の
絆

を
更
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、あ

ら
た
め
て
松
商
学
園
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
に

誇
り
を
感
じ
ま
す
。

最
後
に
、こ
の
記
念
事
業
の
趣
旨
に
賛
同

い
た
だ
い
た
同
窓
生
の
皆
様
、1
年
間
苦
楽

を
共
に
し
た
実
行
委
員
会
の
皆
様
、ご
協
力

い
た
だ
い
た
学
校
関
係
者
及
び
企
業
の
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

実
行
委
員
長　

古
畑　

明
宏
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宮
下
敏
彦
副
実
行
委
員
長
の
開
式
の
辞
に

は
じ
ま
り
、
来
賓
祝
辞
、
紹
介
、
校
友
会

中
平
会
長
の
乾
杯
と
と
も
に
、
皆
が
高
校

生
当
時
の
思
い
出
に
花
を
咲
か
せ
、
現
在

の
心
境
な
ど
で
確
認
し
あ
い
、
和
気
あ
い

あ
い
の
会
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

第
68
回
生
代
表　

滝
沢�

広
重

代

表

幹

事　

松
沢�

三
郎

昭
和
44
年
卒
業
の
松
商
68
回
生
は
、
平

成
31
年
2
月
16
日（
土
）ホ
テ
ル
モ
ン
タ
ー

ニ
ュ
松
本
に
於
い
て「
松
商
68
回
生
卒
業

50
周
年
記
念
同
窓
会
」を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。 松

商
68
回
卒
業 

   

50
周
年
記
念
同
窓
会

当
日
は
、
来
賓
と
し
て
学
校
法
人
松
商

学
園
理
事
長 

丸
山
律
夫
様
、
高
等
学
校
よ

り
上
條 

隆
校
長
先
生
、
校
友
会
よ
り
竹
内

久
二
副
会
長
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
同
窓
生

53
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
和
気
あ
い
あ

い
の
中
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
ク
ラ
ス
幹
事
に
よ
る
受
付
を
行

い
、
代
表
幹
事
の
開
会
の
辞
、
物
故
者
の

報
告
と
黙
祷
、
代
表
に
よ
る
卒
業
50
年
の

そ
れ
ぞ
れ
の
同
窓
生
歩
み
を
称
え
、
加
え

て
本
年
新
元
号
が
制
定
さ
れ
る
年
で
も
あ

り
、
思
い
出
に
残
る
同
窓
会
を
願
う
挨
拶
、

来
賓
祝
辞
、
乾
杯
で
祝
宴
に
入
り
ま
し
た
。

祝
宴
は
、
同
窓
生
に
よ
る
手
品
の
披
露
、

司
会
者
に
よ
る
テ
ー
ブ
ル
ご
と
の
特
選
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
や
、
遠
く
沖
縄
県
よ
り
出
席

い
た
だ
い
た
同
窓
生
の
現
況
な
ど
も
交
え

る
な
ど
、
絶
妙
な
進
行
運
び
で
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

和
気
あ
い
あ
い
の
中
で
も
時
間
が
経
つ

の
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
祝
宴
が
最

後
に
近
づ
く
中
元
応
援
団
長
の
も
と
、
参

加
者
全
員
で
校
歌
斉
唱
を
行
い
、
万
歳
三

唱
、
次
回
同
窓
会
の
開
催
を
誓
い
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
松
商
学
園
高
等
学
校
卒
業
50

周
年
記
念
同
窓
会
が
こ
れ
か
ら
も
継
続
さ

れ
て
い
く
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
記
念
同
窓

会
が
こ
れ
か
ら
も
引
き
継
が
れ
る
松
商
学

園
高
等
学
校
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
、
松
商

学
園
高
等
学
校
校
友
会
の
更
な
る
ご
発
展

ご
活
躍
を
願
い
投
稿
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

途
中
で
は
、
在
校
生
ト
ワ
リ
ン
グ
バ
ト
ン

部
の
演
技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
若
々
し
い

演
技
に
盛
り
上
が
り
、
元
気
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

担
任
の
先
生
の
懐
か
し
い
、
心
温
ま
る
お

話
に
感
銘
を
受
け
、
ク
ラ
ス
代
表
よ
り
花
束

贈
呈
と
な
り
ま
し
た
。

後
輩
の
第
77
回
卒
業
生
代
表
と
し
て
、
ご

出
席
い
た
だ
い
た
百
瀬
研
吉
さ
ん
に
伝
統
の

「
赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
」を
引
き
継
ぎ
、又
、

校
友
会
へ
の
寄
付
を
横
山
副
実
行
委
員
長
よ

り
、
中
平
会
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
宮
下
副

実
行
委
員
長
の
指
揮
に
よ
り
校
歌
斉
唱
、
そ

し
て
、
堀
内
先
生
に
よ
る
、
万
歳
三
唱
に
て

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
50
周
年
記
念
同
窓
会
、
古
希
の
会
と

続
き
ま
す
、
次
回
も
元
気
で
お
逢
い
す
る
事

を
約
束
し
て
な
ご
り
お
し
さ
の
中
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

実
行
委
員
と
し
て
、し
っ
か
り
準
備
し
て
、

又
、
皆
様
の
元
気
な
顔
々
に
出
会
い
た
い
と

願
い
ま
す
。

㈱ 草 田 組
草 田 耕 一 郎

（65 回卒）0263-64-2168

㈱アイシンク
赤 羽 勝 巳

（82 回卒）0263-25-2130

㈲メガネ専門店フキ
蕗 沢 正 紀

（59 回卒）0263-35-3289

㈱ コ ク エ イ
荒 井 達 雄

（86 回卒）0263-27-0033

㈲ グリム
竹 内 久 二

（67 回卒）0263-46-3111

㈱ 大 月 酒 店
大 月吉史 （57 回卒）
大 月 弘 士 （83 回卒）

0263-28-8500

田中スチール工業㈱
田 中 嘉 隆

（58 回卒）0263-25-9610

㈱ 丸 谷 工 業
丸 谷 義 一

（60 回卒）0263-25-4008

㈱成進社印刷
腰 原 春 郎

（54 回卒）0263-32-2301

㈱ヒューテック
伊 藤 昌 志

（81 回卒）0263-62-2330

㈱三栄システム
藤 原 康 弘

（90 回卒）0263-86-0048

㈲ナッド・オートクラブ
藤 原 　 昇

（82 回卒）0263-50-8911
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令和２年  松商学園高等学校校友会 

ゴルフ大会のご案内
期　日：令和2年9月5日（土）
会　場：�穂高カントリークラブ��TEL.0263-83-2778
参加人数：160名（定員になり次第締切）

インターネットで
松商学園高等学校校友会にアクセスできます！

◦ホームページ　　http://matsusho-k.net
◦メールアドレス　kouyukai@matsusho-h.ed.jp

「
第
44
回
・
校
友
会
会
報
」の
編
集

が
無
事
終
了
し
た
事
に
、
校
友
会
役

員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
者
各

位
、
校
友
会
の
方
々
に
、
あ
ら
た
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
も
引
き
続
き
中
平
会

長
の
下
、
昨
年
に
引
き
続
き
素
晴
ら

し
き
校
友
会
活
動
が
為
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
課
題
で
あ
り
ま
し
た
校
友

会
組
織
も
一
新
さ
れ
、、
な
お
一
層

の
未
来
あ
る
校
友
会
活
動
の
展
開

が
期
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
春
夏
の
甲
子

園
出
場
は
残
念
な
が
ら
夢
は
叶
わ

ず
で
終
わ
り
ま
し
た
が
、
卒
業
生
・

出
口
ク
リ
ス
タ
さ
ん
の
柔
道
界
に

お
い
て
の
世
界
選
手
権
金
メ
ダ
ル

を
は
じ
め
、
全
国
に
母
校
の
名
を
轟

か
せ
る
う
れ
し
い
出
来
事
が
沢
山

あ
り
、
校
友
会
役
員
と
し
て
、
喜
び

の
日
々
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
松
商
学
園
校
友
会
も
、

よ
り
一
層
大
き
な
飛
躍
を
遂
げ
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

我
が
松
商
学
園
の
益
々
の
発
展

と
、
関
係
者
各
位
、
校
友
会
の
皆
様

の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
編
集
後
記
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

校
友
会
副
会
長
・
会
報
編
集
委
員
長

 

丸
山 

正
芳（
72
回
）

あ
と
が
き

88 回生の 30 周年記念式典 & 同窓会は以下の日程になります。
　日　　　程：令和元年 11 月 23 日（土）  17：00 ～
　場　　　所：ホテルブエナビスタ ２階 メディアーノ
　実行委員長：小口 卓哉
　副実行委員長：新井 喜規　村山 貴子　望月 えみ　小坂 克博

～平成元年3月に卒業した仲間が令和元年11月、30年ぶりに集う～

88回
卒業生

日　　時： 令和 2 年 2 月 22 日（土）
場　　所： アルピコプラザホテル 

（旧東急インホテル） 
松本市深志 1-3-21 
TEL.0263-36-5055

学年代表：百瀬 研吉
連 絡 先：TEL.090-8813-4333

第77回卒業生
還暦記念同窓会のお知らせ

日時： 令和 2 年 6 月 6 日（土） 17：00 ～
場所： ホテルモンターニュ松本 

JR松本駅アルプス口（西口）徒歩１分
代表幹事：高嶋 敏行
連 絡 先：TEL.0263-34-2724（校友会事務所）
会　　費： 男性 10,000 円　女性 8,000 円
当日の模様を記念品DVDとして後日送付

第69回卒業生
卒業50周年記念同窓会のお知らせ

氏　

名

回
卒

没
年
月
日

田
中
　
　
富

40

高
砂
　
伯
子

60

丸
山
　
勝
司

56

塩
原
　
平
司

45

Ｈ
30 

本
島
　
康
治

52

有
賀
　
弘
行

63

Ｈ
30

古
屋
　
猪
一

43

Ｒ
1
・
8
・
13

林
　
　
健
治

43

Ｈ
31
・
1
・
13

平
井
　
千
秋

64

Ｒ
1
・
8
・
27

物
故
者
一
覧

お
　
く
　
や
　
み

赤
沼　

淳
夫�

儀　

39
回
卒

　

元
学
校
法
人
松
商
学
園
評
議
員

平
成
31
年
12
月
15
日　

逝
去
さ
れ
ま
し
た

関　
　
　

剛�

儀　

62
回
卒

　
元
松
商
学
園
高
等
学
校
校
友
会
幹
事
長

平
成
31
年
3
月
3
日　

逝
去
さ
れ
ま
し
た

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。


